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 この報告書は、令和２年度に開催いたしました「区長と語る会」で

の質問及び回答をまとめたものです。 

 

 ｢区長と語る会｣は、区長が直接区民の皆さまからご意見・ご要望等

をお聴きし、貴重なご意見として、区政に反映させることを目的に開

催しております。 

 今年度は、地区町会連合会及び区内で活躍する団体のご意見とし

て台東区スポーツ推進委員協議会の皆さま、青年のご意見として「新

成人を祝う会」実行委員会の皆さまとの語る会を開催いたしました。 

 なお、新型コロナウイルス感染症の感染状況を踏まえ、感染防止の

ため、対面による開催を中止し、書面による開催といたしました。 

 

 いただきましたご意見・ご提案等につきましては、直ちに担当部署

に報告し、可能なものは実施に向け、課題につきましては関係機関と

解決に向け、取り組んでまいります。 

 

 最後に、語る会の開催にあたりご協力をいただきました皆さまに、

心から感謝申し上げます。 

 

 

令和３年３月 

台東区総務部 広報課 
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「台東区町会連合会との語る会」 

《 谷 中 地 区 町 会 連 合 会 》 

開催日：９月４日（金） 

 

◇ワンルームマンションの町会加入促進について 

質問 回答 対応 

現在、当町会ではワンルームマンショ

ンの建設ラッシュです。 

マンションの管理会社の多くは入居者

の町会加入に関して「町会が直接入居者

に加入を頼んでください」というだけで、

個別に訪問しても対応拒否が多いのが現

実です。 

町会費は居住者が安全に暮らすために

必要な各方面への分担金や防犯カメラ・

街路灯の維持費、防災積立て等多くの用

途があります。安全安心な街に住む大き

なメリットを地域住民は等しく享受して

いるのだから町会費をみんなが払うのが

最善と考えます。 

横浜市港北区では、宅建協会と連携し、

賃貸オーナーが町会費を支払う仕組みを

導入しています。石川県金沢市では、集

合住宅におけるコミュニティ組織を促進

する条例を制定するなど、町会加入への

行政の積極的な取り組みがみられます。 

台東区でも加入促進のリーフレットな

どを作成していますが、管理会社やオー

ナーが町会費の意味を深く理解し、入居

者に町会加入を促進する条例の制定等、

更なる強化を切に希望いたします。 

 

区民やマンション管理会社の皆さまに町

会活動の意義、町会費の使途について深く理

解していただくことはとても重要なことで

あると考えます。 

昨年実施しました「町会活動に関する意識

調査」の結果でも、町会活動について広く周

知し、理解を得ることが重要であるとのご意

見を多数いただいております。 

区では、建築事業者に対して、「集合住宅

の建築及び管理に関する条例」に「町会等へ

の加入に関する協力」という内容を盛り込

み、町会加入について町会と事前に協議をす

るよう指導しております。また、転入者に対

して、町会加入のリーフレットを配布するな

ど、加入促進に努めています。 

今年度は新型コロナウイルス感染症の影

響で、町会活動支援のためのアドバイザー派

遣など予定していた事業の実施が困難とな

ってしまいましたが、来年度以降、感染状況

を見極めながら町会加入促進に資する事業

を展開してまいります。 

 

 

 

☆ 
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◇児童遊園の遊具の改修について       

質問 回答 
対

応 

 雨が降った後、乾くのに時間がかる遊

具があります。拭けばすぐに利用できる

ような素材の遊具に交換してほしいで

す。部分的な改修はできないので全面的

改修を行うまで待ってもらいたいとのこ

とでしたが、臨機応変な対応をしてもら

えないでしょうか。 

ご指摘の谷中清水町公園のフラワーカッ

プと呼ばれている回転系遊具は、平成23年度

に設置され、設置後約10年が経過しておりま

すので、座面の木製部分が劣化し、雨の後に

乾きにくい状況になっているようです。 

谷中清水町公園は、多くのお子さんが遊び

に来る公園ですので、遊具の部分補修を行い

ます。担当の公園課から連絡をするようにい

たします。 

 

※令和２年11月、回転系遊具の劣化部分の取

替を行いました。（公園課） 

◎ 

 

◇災害緊急避難場所でのコロナ感染者の隔離の方法について 

質問 回答 対応 

 当地域の災害緊急避難場所である谷中

小学校体育館にコロナ感染者がいた場

合、その家族や非感染者との隔離の方法

はどの様に決まっているのでしょうか。 

また、町会として、会員の皆さんをど

のように誘導していけばよいでしょう

か。 

災害時には、避難方法や避難所の運営、避

難所での生活等、避難所運営マニュアルを参

考に、各避難所の現状に合わせた運営をして

いただくことになります。 

コロナ陽性者が避難されてきた場合、療養

者専用のホテルに移動していただきますの

で、区へご連絡いただきますようお願いいた

します。また、その方のご家族等が濃厚接触

者に該当する場合には、別に専用の避難所等

を開設し、経過観察を行います。 

そして、これまでの避難所運営マニュアル

に加え、感染症対策を踏まえた避難所運営マ

ニュアルを作成しており、避難所運営委員会

の皆さまにも周知させていただきました。 

また、在宅避難の推奨や感染症対策資材の

備蓄も同時に進めております。 

町会の皆さまにおかれましては、在宅避難

が可能であれば自宅に留まっていただき、避

難所へ来られた場合は感染症対策マニュア

ルに沿った運営、ご協力をいただくよう誘導

をお願いいたします。 

─ 
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◇災害時の避難場所について 

質問 回答 対応 

災害発生時、天王寺町会は五重塔跡公

園に一時集合後、谷中小学校に移動する

ことになっていますが、元来、谷中霊園

一帯は上野地区の一部、荒川区からの避

難場所として指定されており、わざわざ

居住している安全な居住区から谷中小学

校まで移動、確認報告するのは無駄があ

ると考えますが、いかがでしょうか。 

町会としては、天王寺駐在所脇あたり

に避難するのがベストと考えます。 

救援物資等の受領は別途対応する方法

があると思われます。情報等については

トランシーバーの活用、防災放送、また、

警察からの情報、駐在所からの連絡につ

いて確認を得ています。 

 

 

 

発災時には「必ず避難所に行かなければな

らない」ということではなく、ご自宅が安全

であれば避難所に行く必要はありません。ま

た、確認報告は、天王寺町会の皆さまが一時

集合場所の天王寺公園に集まった際に、実施

していただければ問題ありません。 

ご自宅が被災された方は、避難所で長期間

生活を送っていただく必要がございます。天

王寺駐在所脇あたりに避難所を設置するこ

とは難しいため、避難所は谷中小学校という

ことで、ご理解いただきたいと思います。 

また、救援物資については、物資運搬等の

事情もあるため、原則として「避難所での配

布」を考えておりますので、ご協力をお願い

いたします。 

なお、谷中墓地は、一時的に身の安全を確

保する避難場所となっておりますので、トイ

レ等の整備について東京都に強く要望して

まいります。 

 

※令和３年１月、谷中墓地を管理する東京都

東部公園緑地事務所に、災害時におけるトイ

レ等の整備について申し入れました。 

（危機・災害対策課） 

 

● 
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◇非常時における帰宅困難者への対応について 

質問 回答 対応 

数年前の大地震の際、ほとんどの交通

網が停止し、この間、日暮里駅に足止め

された乗客が駅構内から谷中天王寺境内

に誘導され騒ぎとなりました。幸い天王

寺の住職の計らいにより事なきを得たの

ですが、再び起こることが予想されます。 

災害発生時、台東区、荒川区の避難場

所として指定されている谷中墓地内の旧

五重塔跡の公園周囲は、多数の避難者が

集まると予想されます。その際、トイレ

の問題、犯罪防止、警備等が必要と考え

ます。区や都としての対応はどの様にな

るのか、お伺いしたいと思います。 

 

 

 

区では、「東京都帰宅困難者対策条例」に

基づき、区内の事業者等に対して、災害発生

時に従業員等の一斉帰宅を抑制し、施設内に

留まっていただくよう周知を図っておりま

す。また、施設内に留まることができず、行

き場のなくなった帰宅困難者を一時的に受

け入れる「一時滞在施設」を開設いたします。 

一時滞在施設は、発災後、準備ができ次第、

順次開設してまいります。帰宅困難者には、

一時滞在施設が開設されるまでの間は上野

公園や谷中墓地に避難していただき、開設さ

れ次第、一時滞在施設へ誘導する計画となっ

ております。集客施設や鉄道事業者、警察と

連携し、円滑な誘導を図ってまいります。 

トイレについては、鉄道事業者や集客施

設、開設した一時滞在施設を利用していただ

くことを想定しています。 

また、避難場所のトイレの問題や犯罪防

止、警備等について、東京都に申し入れます。 

 

※令和３年１月、谷中墓地を管理する東京都

東部公園緑地事務所に、災害時のおけるトイ

レ等の整備について申し入れました。また、

災害時には、警察と連携し、避難場所の秩序

保持に努めてまいります。（危機・災害対策

課） 

 

● 
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《 金 杉 地 区 町 会 連 合 会 》 

開催日：９月４日（金） 

 

◇避難所の変更・要望について 

質問 回答 対応 

現在、龍泉西部町会の避難所は柏葉中

学校に指定されていますが、災害発生時

に昭和通りを横断するには危険であり、

特に高齢者は避難所までたどり着けない

ケースが多く発生してしまうことが懸念

されます。 

町会内では近くにある旧竜泉中学校に

避難したいとの意見が多数でているた

め、再検討いただけないでしょうか。 

もし難しい場合には、高齢者及び障害

者の約250名だけでも旧竜泉中学校に避

難させてもらえないでしょうか。 

また、防災倉庫が町内には足りず、災

害時配布する備蓄品、資器材を用意する

ことが困難ですので、倉庫を確保してい

ただきたいと考えております。 

現在区には、45カ所の避難所があります。

各町会の避難所については、避難想定者数を

基に、避難所となる施設の面積や距離、地区

などを考慮に入れ、指定しております。本件

のように、大きな通りを横断する場合や、距

離が少し遠いというご意見をいただくこと

もございます。 

しかしながら、施設の面積や、避難される

方々が入ることができない施設を指定する

ことは難しいので、ご理解をいただきたくお

願いいたします。 

また、区では毎年、自主防災組織の防災団

に対し、資器材や装備品などの一部や防災訓

練に要する経費の一部を一定の基準により

助成しています。防災倉庫についても対象と

なりますので、ご検討いただければと思いま

す。 

 

─ 
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◇自転車の危険運転について 

質問 回答 対応 

 金杉地区に限らず、台東区全域に共通

して、自転車がとても速いスピードで歩

道を通り過ぎていくことが多くみられま

す。 

 また、イヤホンで耳を塞ぎながらの運

転や、携帯電話で会話をしながら運転し

ている場面をよく見かけます。 

 2018年に下谷で発生した自転車での死

亡事故は記憶に新しいと思いますが、そ

のような危険運転を目にするたびに危機

感を感じています。 

 当時の事故以降も大きく改善が図られ

たようには感じられないため、過去の同

じ過ちを繰り返させないためにも、自転

車の危険運転について早急な対策・改善

を要望させていただきたいです。 

 併せて、下谷三丁目交差点は変形した

交差点であり、朝や晩の時間帯は特に危

険性が高く、解決に向けて早急な対応を

強く要望します。 

 

 

平成30年に自転車同士の接触で亡くなっ

てしまった事故があり、その後も区内では自

転車事故が発生している状況です。 

区では、自転車事故の防止に向け、区内の

全警察署に対し、自転車利用者への注意指導

の強化について申し入れを行い、７月に下谷

警察署と合同で、自転車利用者向けの啓発活

動を実施しました。 

今後も、各警察署との連携を図りながら、

講習会の開催や様々な広報媒体の活用など

により、自転車利用者への啓発に取り組み、

自転車の危険運転防止を図ってまいります。 

下谷三丁目交差点については、変則的な形

状であり、安全対策が必要なことは認識して

おります。令和元年８月に下谷警察署と区で

立会いを行い、現状を確認しました。ここは、

国道と区道の交差点であり、警視庁から国と

区へ交差点の一部改良の要請が出ています。

再度、区からも国土交通省に申し入れを行う

とともに、区道についても必要な対応を行っ

てまいります。 

 

※交差点の一部改良について、早期実施に向

けて国と協議を進めています。（土木課） 

 

● 
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◇駐輪自転車の抜本的対策について 

質問 回答 対応 

 歩道・車道を問わず路上の駐輪自転車

は、歩行者や車両の通行を妨げ、時には

大きな事故に繫がる危険があります。 

 区では、定期的に巡回や指導を行って

いると思いますが、一時的に減った自転

車がまた元の状態に戻ってしまいます。 

 金杉上町町会の方からも「自宅前に停

められてとても困っている」との相談を

受けております。 

 最近は、マンションが急増しており、

敷地内の駐輪場に停めきれない自転車が

道路上に置かれていることが多く、今回

の相談も同様のケースとなります。 

 そこで、区は「路上駐輪自転車の取り

締まり」のみではなく、一歩踏み込み、

集合住宅等の居住者への啓発活動を率先

して行い、未然防止に努めるべきである

と考えます。 

区長のお考えをお聞かせください。 

区では、入谷駅周辺を「指導整理区域」に

指定し、放置自転車指導員による指導、撤去

を行っています。また、東京都や関係団体と

合同で、毎年、「駅前放置自転車クリーンア

ップキャンペーン」を実施し、放置自転車の

防止に向けた啓発活動に取り組んでいます。 

マンション前の自転車放置については、総

戸数が10戸以上の共同住宅を計画する場合

「台東区集合住宅の建築及び管理に関する

条例」により、総戸数と同数以上の駐輪場を

敷地内に設置することや、管理組合等を通

じ、入居者に対し「周辺道路への駐輪禁止」

について管理規約で定めるなどの指導を行

っているところです。また、シェアサイクル

の導入により放置自転車対策やマンション

自転車駐輪場問題の解消を目指しています。 

入谷駅周辺は「指導整理区域」のため即日

移送していますが、放置自転車を見かけた場

合は、交通対策課にご連絡ください。 

今後も、放置自転車の削減に向け、指導や

撤去のほか、区民等への啓発に取り組んでま

いります。 

 

― 
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◇コロナ禍への検証について 

質問 回答 対応 

今回のコロナ禍では、医療体制や産業

構造の脆弱さが露呈されました。 

そこで、一度検証を行い今後の拡大防

止・再発防止に万全を期していただきた

いと考えております。例えば、医療・介

護従事者に対してのマスク・ガウン等の

備蓄、従事者への抗体・PCR検査の優先的

実施、手当等の充実、また区の「避難所

運営マニュアル」の見直しも必要かと思

われます。 

本区では「台東区中核病院運営支援協議

会」において、地域医療の中核を担う永寿総

合病院の運営支援について協議し、医療提供

体制の早期回復と今後の体制強化に向けた

支援を行っております。 

今後も、区民の皆さまが身近な地域で安心

して適切な医療サービスが受けられるよう、

地域医療の確保に全力で取り組みます。 

感染症防止対策のための衛生資材の備蓄

費用など、様々な用途で活用していただくた

め、介護・障害福祉サービス等事業者に対し、

１事業者あたり50万円の支援金交付等を行

っております。医療従事者に対しては、区で

マスク・ガウン等を一定数備蓄しております

ので、必要に応じて提供いたします。 

また、今後、避難所を開設する場合には、

感染症対策を十分に行う必要があると考え

ています。そのため、今までの避難所運営マ

ニュアルに加え、感染症対策を踏まえた避難

所運営マニュアルを作成いたしました。避難

所運営委員会の皆さまにも周知させていた

だいておりますので、ご協力をお願いいたし

ます。 

区としても、新型コロナウイルス感染症の

感染拡大防止のため様々な対策を講じ、全力

で取り組んでまいります。 

 

○ 
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《 入 谷 地 区 町 会 連 合 会 》 

開催日：９月７日（月） 

 

◇入谷老人福祉館の跡地利用について 

質問 回答 対応 

現在の入谷老人福祉館の利用状況と、

入谷区民館完成後における入谷老人福祉

館の運営計画をお聞かせください。 

また、旧入谷地区センターには小さな

公園スペースがありましたが、新しい地

区センターにはそのようなスペースは無

くなっています。今後、入谷老人福祉館

が閉館することになった場合は、地域や

地区センター、区民館の利用者にとって

憩いの場になるように、跡地を公園にし

ていただけないでしょうか。 

 

 入谷老人福祉館は、区内在住の60歳以上の

方を対象とした施設であり、昨年度は、延べ

約２万人の方にご利用いただきました。 

 入谷老人福祉館は令和３年度末で閉館い

たしますが、４年度以降は、入谷区民館の集

会室等を活用し、新たな形で事業を実施いた

します。 

 閉館後については、既存の建物の活用も視

野に検討しております。引き続き、立地特性

や行政需要、事業の緊急性を考慮しながら、

検討してまいります。 

 

☆ 

 

◇昭和通りへの中央分離帯の設置について 

質問 回答 対応 

平成28年にも同じ質問をさせていただ

き、当時「昭和通りの横断については地

域の方々や警察と協議しながら取り組ん

でいきます。」とご回答いただきました

が、中央分離帯等の設置には至っており

ません。その後も昭和通りを横断する人

は増えており、危険です。 

この件は、どのようになっているので

しょうか。 

 

東京メトロ日比谷線入谷駅の上野方面行

エレベーター付近での昭和通りの違法な横

断対策については、平成28年に下谷警察署に

申し入れをいたしました。警察と国道事務所

が協議し、中央分離帯の設置が検討されまし

たが、中央分離帯への乗用車等の接触事故の

発生が危惧されることなどから、設置は見送

られたと聞いております。 

皆さまが安全安心に入谷駅をご利用いた

だけるよう、中央分離帯の設置について、改

めて警察に申し入れをいたします。 

 

※令和２年９月、下谷警察に申し入れしたと

ころ、中央分離帯への乗用車等の接触事故の

発生が危惧されることから、現状では、中央

分離帯の設置は難しいとの回答でした。 

（計画調整課） 

 

● 
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◇オンライン授業について 

質問 回答 対応 

コロナ感染を機にテレワークをはじ

め、働き方も変化すると思われます。 

小・中学生の授業もその変化に対応す

ることが肝要であると思います。区の取

り組みを教えていただきたく質問いたし

ます。 

新型コロナウイルス感染症の影響で、台東

区の小・中学校でも、令和２年３月３日から

５月29日までの間、自宅学習としました。皆

さまには、子供たちの自宅学習にご理解、ご

協力いただきまして、誠にありがとうござい

ました。 

本来、学校での教育活動には、体験活動や

話し合い活動のように「教師や子供同士の関

わり合いが特に重要な内容」と、漢字や計算

等の反復学習のように「個人でも実施可能な

内容」の大きく二つの側面があります。 

その中で、「個人でも実施可能な内容」に

ついては、ICTを活用することで、学校以外

の場でも学ぶことができるため、その環境整

備が必要であると認識しております。 

本区での取り組みとしては、平成30年度よ

り中学校１校、小学校２校をICTモデル校に

指定し、ICT機器の効果的な活用について授

業実践を進め、区内の学校にその成果を普及

してまいりました。 

また、今年度中に、学校でも家庭でも活用

できるタブレット端末等を一人に一台整備

することを目標に、現在、準備を進めており

ます。 

子供たちがICT環境の整った環境で学習を

進めることができるよう、今後も充実した教

育の推進に努めてまいります。 

 

◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

- 11 - 

 

◇入谷地区における二つの大規模用地の活用について 

質問 回答 対応 

台東区は平成31年３月に「世界に輝く 

ひと まち たいとう」の実現を目指し

て、台東区都市計画マスタープランを策

定しました。 

その中で根岸・入谷地区は「閑静で落

ち着いた街」、「利便性が高く魅力的な

都市環境を目指す」とあります。 

入谷地区には旧坂本小学校跡地と旧上

野忍岡高校跡地があります。この二つの

大規模用地をどのように活用するお考え

かお伺いいたします。夢のあるプランを

是非盛り込んでいただきたく、強く要望

いたします。 

平成31年３月に策定した「台東区都市計画

マスタープラン」において、根岸・入谷地区

まちづくり方針を掲げております。 

旧坂本小学校跡地については、「文化」、

「スポーツ」、「防災」の三つの機能を中心

とした施設を整備する方向で検討しており

ます。都市計画マスタープランで位置付けた

「コミュニティの核となる地域拠点の形成」

というまちづくりの方針との整合性を図り

ながら、基本計画の策定に向けた検討を進め

てまいりましたが、暫定活用も含め今後の進

め方を再検討しております。 

旧上野忍岡高校跡地については、令和２年

度から６年度にかけて、敷地西側を北上野保

育室として活用いたします。また、令和３年

度から５年度にかけて、敷地東側を松が谷福

祉会館の改築工事中の仮施設として活用す

る予定でしたが、将来的な本格活用も視野

に、検討を進めております。 

区内の大規模用地の活用については、立地

条件や行政需要、事業の緊急性等を加味する

とともに、地域の皆さまのご意見を伺いなが

ら、積極的に検討を進めてまいります。 

 

☆ 
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《 上 野 地 区 町 会 連 合 会 》 

開催日：９月８日（火） 

 

◇東西めぐりん停留所について 

質問 回答 対応 

 ５月31日で水月ホテル鷗外荘が閉館に

なったのをキッカケに停留所を動物園旧

通用門前に移し、名称を変更してはどう

でしょうか。また、現在の停留所は交差

点が近く、バスが停まると混雑がいつも

発生しています。 

 

鷗外荘は閉館となりましたが、森鷗外の旧

居跡を多くの人に知ってもらうため、今後も

｢鷗外旧居跡｣の名称を使用してまいります。 

また、停留所停車時に道路が混雑し、近隣

の皆さまにご迷惑をおかけし、申し訳なく思

っております。しかしながら、地先の状況や

道路環境の観点から、現時点では停留所の移

設は難しい状況ですので、利用者の安全性を

確保している当該停留所を運用していきた

いと考えております。 

今後も、安全安心で快適な「めぐりん」を

目指してまいりますので、皆さまのご理解、

ご協力をお願いいたします。 

─ 

 

◇上野地下駐車場建設時に出た石について 

質問 回答 対応 

 建設時に出た石垣の一部のような大き

な石を約200個、寛永寺で保管していま

す。古い時代の物なので、積み直して展

示する等、遺構として残す考えはありま

すか。区が処分するにも費用はかかりま

すし、展示等するならば場所を提供しま

す。 

 

保管いただいているのは、上野広小路三橋

遺構の石と思われます。寛永寺様には、保管

していただき、誠にありがとうございます。 

上野広小路三橋遺構は、地下駐車場工事地

内における発掘調査により平成17年に発見

された石組水路です。この石垣は、三橋が架

けられていた水路の石組遺構として、台東区

の有形文化財となっております。 

 区としましても、本遺構は大変貴重なもの

であり、活用していきたいと考えておりま

す。石組みの展示方法や展示場所の確保等の

課題もあるため、現時点で具体的な活用方法

は定まっておりませんが、文化財保護審議会

の意見をいただきながら、どのように活用し

ていくのか、引き続き検討してまいります。

担当の生涯学習課から連絡させていただき

ます。 
 
 

※令和２年９月、会長へ連絡し、説明しまし

た。（生涯学習課） 

☆ 
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◇商店街の感染症対策と商業振興について 

質問 回答 対応 

 上野二丁目仲町通りは、いわゆる「夜

の街」で接待を伴う飲食店が多数ありま

す。区として、商店街の感染症対策と集

客の減少をくい止める商業振興につい

て、どのように考えていますか。 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大を

防止するため、４月７日に緊急事態宣言が発

令され、外出自粛や店舗休業等の対応がとら

れました。 

現在、緊急事態宣言は解除されております

が、減少した客足を回復させるには、各店舗

が「新しい日常」に対応した感染予防対策を

しっかり行い、お客様が安全で安心して利用

できるようにしなければなりません。区で

は、「新しい日常」に取り組んでいることを

示す「宣言書ステッカー」や「注意喚起ピク

トグラムシール」を区内店舗に配布いたしま

した。さらに、商店街に対して、「新型コロ

ナウイルス感染症緊急対策支援」として、物

品等を購入できるよう補助制度を創設する

等の支援を図っております。 

上野２丁目などの接待を伴う飲食店を対

象に、夜間一斉監視を行い、多くの店舗で手

指の消毒や検温などの感染防止対策が行わ

れていることを確認いたしました。不十分な

店舗に対しては、事業者向けの感染予防ガイ

ドブックなどにより注意喚起を行いました。 

また、「客引き防止条例」の制定や、警察

署と協力した悪質客引きに対する指導、町

会・商店街の皆さまのパトロール活動等の効

果もあり、客引きの人数が大幅に減少してお

ります。 

今後も、皆さまの安全安心な生活を取り戻

せるよう、感染症対策に取り組んでまいりま

す。 

 

○ 
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◇外部委託している業務について 

質問 回答 対応 

 区が外部委託している業務は多いと思

いますが、その内容と区歳出全体に占め

る割合を教えてください。 

また、10年前と比べて、増えた分野と

減った分野の今後の方針についてお聞か

せください。 

 

平成30年度の歳出決算額は約988億円、委

託料は約160億円で、決算額に占める委託料

の割合は16.2％となっております。 

10年前の平成21年度では、歳出決算額は約

916億円、委託料は約93億円、委託料の割合

は10.2％となっております。 

歳出決算額に占める委託料の割合は、平成

30年度は21年度よりも６ポイント増えてお

ります。また、多くの分野において、委託料

の割合は増加している状況です。 

区はこれまで、各事業の目的を達成するた

めに、民間委託による効果や効率性、行政が

直接行なうべきか等を検討したうえで、業務

委託を活用してきたところです。 

今後も、多様な区民ニーズに応えるため、

民間企業が有する知見及び人的・物的資源の

活用を一層推進し、区政運営に努めてまいり

ます。 

― 

 

◇「駅ピアノ」の設置について 

質問 回答 対応 

「駅ピアノ」という番組が放映されて

おり、大変評判がよく、新聞の投書欄で

も取り上げられていました。多くの人々

に喜びや勇気、そして癒しを与える事に

なると思います。 

上野には訪れる人も多く、台東区には

東京藝術大学もありますので、上野駅に

「駅ピアノ」の設置をご検討いただけな

いでしょうか。 

 

駅や街角から流れるピアノの音は、人々の

心を癒すものと思います。 

上野は、東京藝術大学や上野学園などの音

楽の教育機関や旧東京音楽学校奏楽堂、東京

文化会館などの音楽ホールがあり、音楽を身

近に感じられる地域でもあります。 

しかし、現在、新型コロナウイルス感染症

の感染拡大が懸念されるため、不特定多数の

方が自由に演奏できる「駅ピアノ」や「街角

ピアノ」などの多くは、利用できない状況に

あると聞いております。そのため、上野駅へ

の「駅ピアノ」の設置は、現状では大変難し

いと思われます。 

区といたしましては、旧東京音楽学校奏楽

堂で開催している日曜コンサート等、気軽に

音楽に触れられる演奏会などの機会を提供

できるよう努めてまいります。 

△ 
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《 清 川 地 区 町 会 連 合 会 》 

開催日：９月９日（水） 

 

◇防災訓練の実施方法について 

質問 回答 対応 

毎年のように、地震による災害や台風

等による河川の氾濫による災害が全国各

地で起こっています。防災訓練や避難訓

練の重要性はますます高まっていると考

えます。町会においても防災訓練等を実

施するなど災害対策を行っておりまし

た。 

しかし、コロナ禍の今、町会として防

災訓練等を実施するか否かを含めて方法

を模索しています。区の考え方をお尋ね

します。 

北海道での地震や台風による千葉県での

被害、九州での大雨等、昨今、全国各地で様々

な災害が発生している状況から、防災訓練の

重要性は高まっていると考えております。し

かし、大勢の方が集まる防災訓練は、感染症

の感染リスクが伴うため、現段階では原則実

施を見合わせていただいております。 

防災訓練は生命、財産に関わることでもあ

るため、訓練の必要性が高く、実施する場合

には、「密閉・密集・密接」の３密を避ける

内容をご検討いただきたいと思います。訓練

を実施する場合には、危機・災害対策課へご

相談ください。 

区といたしましても、感染症への対応を踏

まえ、災害対策に努めてまいります。 

 

─ 
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◇玉姫公園の状況について 

質問 回答 対応 

一昨年前にも質問させていただきまし

た、玉姫公園を占有する路上生活者につ

いてです。 

当初３名の路上生活者が家財道具等を

持ち込み、玉姫公園を占有し生活してい

ました。「区長と語る会」での質問の後、

区の粘り強い対話により、１名にまで減

ったと伺っております。これまでの区の

ご努力に感謝を申し上げます。 

しかし、まだ特定の人々が占有してお

り、玉姫公園が近隣住民の憩いの場所と

呼ぶのには、ほど遠いように思えます。

現在の玉姫公園の状況と、今後の区の対

応策についてお聞かせください。 

 

区では、公園周辺住民の皆さまに影響を及

ぼさないよう、路上生活者との対話による解

決を基本としております。特別清掃や職員・

委託業者による巡回指導等を実施し、新規流

入者の防止とともに、公園の不適切利用の減

少に向けて取り組んでおります。改善後は、

夜間閉鎖型の公園に再整備する予定です。 

また、平成28年度から玉姫公園を含む区北

部地区においては、昼間に加え夜間にも、医

師・看護師の同行による路上生活者巡回相談

を行っております。この結果、令和元年度は

北部地区全体で８名の方が相談後に生活保

護を受給し、路上生活から地域へと生活の場

を変えることができました。 

より多くの方が路上生活から脱却できる

よう、引き続き粘り強く取り組んでまいりま

す。 

○ 

 

◇町会への経済支援について 

質問 回答 対応 

現在、新型コロナウイルス感染症が終

息する兆しが見えない状況が続いてお

り、町会としても一日も早く終息するこ

とを願っております。そのような中、広

報「たいとう」の配布委託や区政情報の

周知委託の中止による町会収入の減、ま

た町会によっては、感染症拡大防止のた

め、各町会員へのマスクの配布、さらに

は各家庭の負担を軽減するために、町会

費を減免するなど様々な取り組みを行っ

ています。このような町会に対する助成

金や区内199町会への定額給付金などの

支援はできないでしょうか。 

企業や個人に経済支援策があるよう

に、町会に対しても何らかの支援策があ

っても良いと思いますがいかがでしょう

か。 

新型コロナウイルス感染症の終息が見え

ない中、各町会において、通常の活動が行え

ないなどのご労苦があるかと思います。ま

た、マスクの配布や町会費の減免などの取り

組みを実施している町会があることも存じ

ております。 

区では、緊急事態宣言以降、区民の皆さま

の生命と健康を守るため感染防止に努め、そ

の一環で「広報たいとう」の配布委託や区政

情報周知委託も一時中止したところです。 

町会等運営補助金については例年通り交

付を行ったところであり、町会への追加の支

援については難しいと考えております。 

 

△ 
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◇コロナ禍における避難所の対応について 

質問 回答 対応 

新型コロナウイルス感染症の終息の見

通しが不透明な状況の中、災害時に多く

の方が避難する避難所においても「密」

による感染が懸念されます。感染予防の

対応が必要になると思います。 

そこで、マスクやフェイスガード、ア

ルコール等の除菌剤、体温計をはじめ、

１家族が１区画を利用できる、段ボール

パーテーションや段ボールベッドなどを

配置し、新型コロナウイルス感染症にも

対応できるようにすべきと考えますが、

いかがでしょうか。 

 

避難所を開設する場合には、感染症対策を

十分に行う必要があると考えております。区

では、今までの避難所運営マニュアルに加

え、感染症対策を踏まえた避難所運営マニュ

アルを作成し、各施設管理者や避難所運営委

員会の方々等に周知しております。 

また、感染症対策の物品については、マス

クやフェイスガード、アルコール等の除菌

剤、体温計等の備蓄を順次進めております。

パーテーションと畳についても、民間団体と

協定を結んでいるため、発災時に各避難所へ

配備いたします。 

今後も、感染症の影響も考慮し、災害対策

に努めてまいります。 

 

─ 

 

◇ふるさと納税の導入について 

質問 回答 対応 

ふるさと納税制度は、生まれ故郷や応

援したい自治体に寄付ができ、地域の名

産品などのお礼をいただける魅力的な仕

組みだと思います。お隣の墨田区では、

地元の靴事業所や江戸切子など、地場産

品をお礼としてふるさと納税を導入して

います。 

台東区にも上野動物園や博物館をはじ

めとする魅力的な観光資源や靴産業など

の地場産業があります。コロナ禍に苦し

む産業の支援にもなり同様に導入すべき

と思いますが、区長のふるさと納税制度

に対する基本的なお考えをお聞かせくだ

さい。 

 

墨田区をはじめ、多くの自治体では、ふる

さと納税の受入額を増やすため、様々な返礼

品を用意していることは認識しています。 

しかし、自治体間の返礼品競争が過熱した

ことを受けて、国は制度の見直しを行いまし

た。 

また、返礼品を付けた寄附には、一定の経

費負担が発生することが想定されます。 

こうした状況を踏まえ、台東区では、ふる

さと納税の返礼品について、文化や産業、観

光など本区の魅力の活用といった視点を含

め、研究してまいります。 

 

△ 
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《 浅 草 橋 地 区 町 会 連 合 会 》 

開催日：10月２日（金） 

 

◇新型コロナウイルス感染拡大の影響が大きい経済活動への支援について  

質問 回答 対応 

新型コロナウイルス感染拡大による緊

急事態宣言が発令され、自粛要請により

人々の行動範囲が狭まり、商店街では来

客がなく経済活動が麻痺しています。緊

急事態宣言は解除されたものの、ここに

きて第２波の感染者が増幅し、特に飲食

店・カラオケ等のお店は再び営業時間の

短縮などの要請を強いられ、苦戦してい

る状況です。台東区独自の支援策はある

のでしょうか。 

５月に緊急事態宣言は解除されましたが、

飲食店やカラオケ等への時短営業要請によ

り、来街者は減少しています。この時短営業

要請も９月15日に終了しましたが、減少した

来街者を増やし、消費拡大につなげていくた

めに、本区が「安全で安心なまち」であるこ

とをアピールする「新しい日常取組店舗応援

事業」を進めております。 

そして、新しい日常に取り組んでいること

を掲示する「宣言書ステッカー」の配布や、

区の産業情報誌「ネットワークたいとう」に

店舗情報を掲載するなど、安全・安心に取り

組む店であることを紹介しております。 

また、10月から店舗の責任者に対し、店舗

での感染予防策を効果的に実施していただ

くため、感染予防の知識や実技を学べるセミ

ナーを開催します。 

さらに、飲食店の組合等から推薦された方

に感染予防の講習を受講していただき、受講

後には「新しい日常取組推進員」に認定し、

推進員が行う周知・啓発等の活動に係る経費

を補助することで、感染症予防策の普及をよ

り一層促進してまいります。 

今後も、区民の皆さまの暮らしを支えるた

めに、全力を挙げて取り組んでまいります。 

 

○ 
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◇風水害時の対応について 

質問 回答 対応 

近年、想像を絶する自然災害が多発し

ており、秋にかけて大型台風が発生し、

万が一荒川・隅田川・神田川が決壊する

ようなことがあれば、台東区もかなりの

洪水に襲われることになります。 

コロナが蔓延する最中に風水害が発生

した場合、避難場所として指定されてい

る台東育英小学校に避難することになり

ますが、３密の状況は避けられないので

はないかと心配です。台東区として３密

にならない工夫、あるいは分散施設を確

保する対策などは予定しているのでしょ

うか。 

浅草橋地区では、荒川と神田川の氾濫が想

定されております。隅田川については、荒川

から隅田川に分岐する場所にある岩淵水門

を閉鎖するため、氾濫することは想定されて

おりません。 

荒川が氾濫した場合は、浸水が３～５ｍと

なり、２週間以上継続することが想定されま

す。２階以上にお住まいの方でも孤立する恐

れがあるため、区が避難情報を発令した場合

には、直ちに、上野公園や谷中墓地などの浸

水区域外への避難をお願いいたします。 

神田川が氾濫した場合は、浸水が１ｍ未満

と想定されているため、２階以上にお住まい

の方は、ご自宅にとどまっていただきたいと

思います。避難場所での「３密」を避けるた

め、自宅での安全が確保できれば、「在宅避

難」をお願いしております。 

また、避難場所を区内に16か所開設し、浅

草橋地区には、台東育英小学校と浅草中学校

の２か所を開設いたしますので、分散して避

難していただけます。 

今後も防災施策を着実に推進し、区民の防

災力の向上を図ってまいります。 

 

─ 
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◇地域住民とのコミュニケーションを深めるために 

質問 回答 対応 

柳橋町会は、令和２年４月１日現在で

1,783世帯ですが、令和３年にはマンショ

ンが248戸増え、計2,031戸となり、実に

全世帯数の85％がマンション世帯となり

ます。 

町会運営は、地域住民の連帯感をはぐ

くみ、地域の福祉・環境・防災・防犯な

どのさまざまな課題に取り組んでおりま

すが、マンション世帯とのコミュニケー

ションを深めることに苦慮しておりま

す。そのためには、高齢者の談話室、PTA

と子供対象のイベント開催、防災団の研

修、若返り体操会、町会内班長会議、永

寿総合病院柳橋分院との健康セミナー等

の集会を行える場所が必要だと感じてお

ります。 

現在、有料の場所を借りて実施してい

るものもありますが、JR総武線ガード下

を借り上げるなど、区でもぜひ「地域住

民が集える場の提供」を検討していただ

けないでしょうか。 

 

集合住宅居住者の町会加入が進まないこ

とについては、区でも課題であると認識して

おります。集合住宅居住者が町会に加入し、

活動に参加することで、さらに地域の活性化

が進むと思います。 

そこで、区では町会加入リーフレットの配

布や、建築事業者に対して「集合住宅の建築

及び管理に関する条例」において、町会加入

について町会と事前に協議するよう指導す

るなど、加入促進に努めております。また、

現在、町会と集合住宅居住者との関りを作る

きっかけづくりを検討しているところです。 

地域住民が集える場所については、区民館

等、既存の施設をご利用いただければと思い

ます。 

今後も、地域の要望に添ったまちづくりを

行っていく必要があると思いますので、区民

や事業者等が主体となるまちづくりを推進

してまいります。 

△ 
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◇浅草橋駅周辺まちづくりについて 

質問 回答 対応 

浅草橋駅周辺まちづくりについては、

平成18年台東区都市計画マスタープラン

により方向性が示されましたが、実際に

は旧福井中の跡地活用を念頭においた局

地的なプランであり、15年経過した現在、

残念ながら浅草橋ヒューリック以外に目

立った開発が進んでいると思えません。 

一方、その間の街の変貌は問屋業の衰

退に伴い、事業撤退が相次ぎ、商店の多

くはビルテナントに業態代えし、テナン

トとして多くの飲食店・居酒屋が入居す

る典型的な駅裏化が進んでいます。 

このような街の変貌は地域住民にとっ

て決して望ましい状況ではありません。

確りとした長期的政策不在のまま今後こ

の地域の開発が遅れることは、今後JR浅

草橋駅周辺の開発をより難しくする原因

となる恐れがあります。また区の南の入

口に位置するこの地域の開発の遅れは、

区全体のイメージ低下に繋がるものと危

惧しております。 

現在「浅草橋まちづくりプロジェクト」

の動きがあると聞きましたが、地元町会

としてそこに至るまでの経緯を知らず、

区との情報共有が図れているとは言い難

い状況です。 

区として、浅草橋駅を中心とする周辺

地域を20年後にどのように開発していく

のかといった地域開発の方向性・プラン

を検討しているのでしょうか。 

また、委員会で本年度以降、地元住人

との勉強会を開催し、まちづくりを検討

するための地元組織「まちづくり協議会」

を立ち上げるとの発言がありましたが、

今後の予定についてお聞かせ願いたいと

思います。 

 

浅草橋駅周辺における、問屋業者の減少な

どに伴うまちの変遷については、区としても

認識しております。概ね20年後の将来像を描

いた「台東区都市計画マスタープラン」にお

いても、浅草橋・柳橋地区を拠点性の向上や

まちづくりの課題解決の必要性が高い「まち

づくり推進重点地区」として位置付けており

ます。 

また、平成30年度から令和元年度に、当地

域のまちづくり基礎調査、アンケート、ヒア

リング調査などを実施し、区が考えるまちの

課題と方向性（案）を整理いたしました。 

今後、さらに地元のニーズに即したまちづ

くりを展開していく必要があることから、今

年度中に調査結果を共有し、令和３年度以降

に、まちづくりの勉強会等を通じて、地域の

皆さまのまちづくりに対する機運を図り、ま

ちづくり協議会の設立を目指してまいりま

す。 ☆ 
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《 浅 草 寿 地 区 町 会 連 合 会 》 

開催日：11月６日（金） 

 

◇東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催に向けて 

質問 回答 対応 

2021年夏に延期された東京オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会ですが、新

型コロナウイルス感染症が収束し、盛大

に開催される事を心から願っています。 

そして、パラリンピックでは、わが浅

草寿地区にあります江戸通りが、マラソ

ンコースの一部となっているそうですの

で、その町並みなどが、各国で放映され

るチャンスだと大いに期待しています。 

コロナ禍で、今後区は財政的に厳しい

状況となるとは思いますが、ハード面・

ソフト面で、どのように盛り上げていか

れるのかをお伺いしたいと思います。 

 

新型コロナウイルス感染症を取り巻く環

境は、依然として厳しい状況ですが、令和３

年に延期された東京2020オリンピック・パラ

リンピック競技大会の開催時には、多くの来

街者が訪れることが予想されます。パラリン

ピックマラソン競技では、江戸通りがコース

の一部となっており、通過時に台東区の映像

が世界中に流れることは、本当に素晴らしい

ことであり、本区の魅力を世界に向けて発信

する、またとないチャンスです。 

区では、これまで大会啓発品の配布や障害

者スポーツの普及啓発、微細ミストの設置に

よる暑さ対策、花の心で来街者をもてなす

「おもてなしの庭」など、ハード面・ソフト

面の両面から大会機運の醸成を図ってまい

りました。今後も引き続き、大会の開催に向

け、花の心によるおもてなし事業や聖火リレ

ー事業を進めていくとともに、大会組織委員

会や東京都と連携して、来街者の受入体制の

整備を進めてまいります。 

 東京2020オリンピック・パラリンピック競

技大会という絶好の機会を、区民の皆さまと

盛り上げ、安全安心に大会開催を迎えられる

よう、新型コロナウイルス感染症対策も含め

た様々な取り組みを進めてまいりますので、

ご協力のほど、よろしくお願い申し上げま

す。 

 

─ 
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◇防災行政無線を有効に使うために 

質問 回答 対応 

昨年来、台風及び大雨による風水害が

多発しており、防災行政無線を聞く回数

も増えています。 

近年は、マンションの乱立により、今

まで聞こえていた無線が聞こえなくなっ

てしまい、区から町会に配付された２台

の防災ラジオも、常にスイッチを入れ、

聞いていることは難しく、肝心な時に聞

きそびれてしまう事が多々あります。 

そこで、あらためて調査をしていただ

き、多くの区民が聞き取りやすい状態に

改善していただくことを希望します。 

 

ご指摘のとおり、防災行政無線による放送

は、気象状況や建物状況、住環境等により聞

き取りにくいことが課題となっております。

これまでも聞き取りやすい放送を目指し調

整してまいりましたが、今後も放送音量やス

ピーカーの方向の調整等、改善に向けて取り

組んでまいります。 

また、平成30年度から３年間かけて、固定

系防災行政無線のデジタル化整備工事を行

っており、令和２年度末に工事が完了する予

定です。区内各所にあるスピーカーの取り替

えや新設、設置個所の変更を行いますので、

聞こえ方が改善されると考えております。工

事完了後には、再度聞こえ方について検証や

検討も行いたいと考えております。 

なお、災害時に区が発信する最新情報の確

認等ができる防災アプリ「台東防災」を設け

ております。このアプリで放送内容を確認す

ることができますので、ぜひご登録くださ

い。また、区公式ホームページや「自動電話

応答サービス」、「たいとう防災気象情報メ

ール」でも放送内容を確認することができま

すので、ご活用いただければと思います。 

 

○ 
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◇町会内の情報把握について 

質問 回答 対応 

個人情報の関係で、事件・事故・急病

人・災害発生時等の際に、町会内に住ん

でいる方の情報が把握できていないこと

から、円滑な活動ができずに難儀してい

ます。また、新入学生へのお祝いや敬老

の日のお祝金等を計画しても、回覧板で

周知し、申告いただくしか方法がありま

せん。マンションは大概がオートロック

で入れず、情報が得られません。このた

め、高齢者に限らず一人暮らしの方の災

害時の対応については、町会として避難

行動要支援者名簿登載の方以外は安否確

認をすることが難しくなっています。浅

草下町の心意気を町の方に知っていただ

きたく、安心・安全の町をつくろうと、

町会で一丸となっています。 

区として、町会がもっと活動しやすく

なるよう、情報提供をしていただける制

度を構築いただけないでしょうか。 

 

高齢者の見守りや子供たち向けの行事等

を通じて、町会の活性化や安全安心の地域づ

くりのために、地域住民の方と交流を深めて

いくことは大切であると考えます。また、災

害時における地域住民同士での共助などに

も大いに役立つものであります。 

しかしながら、個人情報に関することにつ

いては、区から町会へ提供することができま

せん。区としては、町会活動に多くの方が参

加し、さらには町会運営にも関わる方が増

え、多くの住民が交流できるような施策を検

討してまいります。 

 

 

△ 
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◇買物券の配付をして購買促進につなげては 

質問 回答 対応 

新型コロナウイルス感染症の影響で、

観光地としての収入が減少してしまった

事や、永寿総合病院でクラスターが発生

し、病院の運営が厳しくなった事への対

応等のため、区は支援金や補助金等、多

額の支出をされています。 

区民についても、一家庭あたりの収入

が激減しています。他区では、国の特別

定額給付金とは別に、独自の給付金を支

給していると聞きます。本区でも、区内

店舗で使用できる買物券を世帯ごとに３

～５万円程度配付し、少しでも購買促進

につながるようにしてはどうでしょう

か。 

区では、収入が減少してしまった方や離職

等で生活にお困りの方に対し、貸付や手当金

等の様々な支援を行っております。 

また、国の特別定額給付金の対象外であっ

た、お母さんのおなかにいた赤ちゃんについ

ても、影響を受けた家族の一員と捉え、令和

２年４月27日に妊娠されていた方に対し、胎

児一人につき10万円の妊婦等応援特別給付

金を、区独自で支給することとしました。 

ご提案の買物券の配布については、買物券

の取扱店のご協力が欠かせません。過去に商

品券を販売した際、取扱店から「消費者が一

か所に集中し、期待ほどの購入はなかった」、

「現金化の手続きに時間がかかる」等のご意

見をいただきました。こうした課題もあり、

買物券事業の実施は難しいと考えておりま

すが、地域経済の活性化のために、必要な消

費喚起策を引き続き検討してまいります。 

 

※商店街が共同して実施する売出し事業に

対し、支援を行う準備を進めています。 

（産業振興課） 

 

☆ 
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◇芸術・文化・スポーツ活動の隆盛のために  

質問 回答 対応 

全世界でパンデミックを起こした新型

コロナウイルス感染症の蔓延は、病態の

複雑さばかりではなく、社会、経済、文

化などにも大きな影響を与えています。 

区民が続けてきた様々な活動は殆どが

止まったままであるだけでなく、心の躍

動や安寧が得られない状態が続いていま

す。これは看過すべきではないと思いま

す。今、まさに経済の再建だけでなく、

落ち込んでいる区民の心を奮い立たせる

事が必要です。 

近い将来、収束に向かうとは思います

が、区長には、区民の文化・芸術・スポ

ーツ活動を応援するための旗を大きく振

っていただきたいです。 

来年行われる東京オリンピック・パラ

リンピックを盛り上げるためにも、今ま

で以上に規模を拡大し、充実させ、魅力

ある内容の文化・芸術・スポーツ大会を

企画・開催いただく事を強く希望いたし

ます。 

 

文化・芸術やスポーツは、人々の心に潤い

や感動を与えるかけがえのないものである

と認識しておりますが、新型コロナウイルス

感染症の影響で、東京2020オリンピック・パ

ラリンピック競技大会が延期となり、各種イ

ベントが中止となるなど、以前と同じように

享受できる機会が失われてしまうことは、残

念に思います。 

区では、緊急事態宣言が発令され、外出自

粛により自宅で過ごす時間が多くなる中、少

しでも潤いのある時間を過ごしていただき

たいと、東京藝術大学の学長にお願いして、

「東京藝術大学特別コンサート」をYouTube

台東区公式チャンネルで配信させていただ

きました。 

また、オリンピック・パラリンピック教育

を推進するために、小学生を対象としたボッ

チャ交流大会の開催等を予定しております。 

今後、感染状況がどのような経過をたど

り、また、経済状況や区の財政状況がどう推

移していくのか、先が見えない状況です。 

現在は、感染症防止対策が可能なイベント

から、順次再開しているところですが、区民

の皆さまが安心して文化・芸術やスポーツに

触れ、またその活動に積極的に取り組むこと

ができるよう努めてまいります。 

 

─ 
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◇地域のさらなる安全・安心の確保のために  

質問 回答 対応 

ここ数か月の間で、登下校途中の小学

生の前に不審者が現れる事例が何件もあ

りました。 

これらの事例があると、小学校から保

護者に注意喚起の連絡はありますが、町

会には直接の連絡はありません。 

町会としては、地域の安全・安心を日々

目指しています。不審者情報があれば、

登下校の時間帯に自主的に巡回するな

ど、大切な子ども達を守りたいと思って

います。 

区の「たいとう安全・安心電子飛脚便」

で情報を得られる事は知っていますが、

スマートフォンやパソコンを使用してい

ない町会長・町会会員が多い中、その情

報を入手する事は困難です。学校や警察、

区から情報をいただけたらと思います。 

そして、子ども達の安全確保のため、

登下校の時間帯に青パトの巡回の回数を

増やす、巡回時間を延長する、事件等が

起きた現場周辺は暫くの間手厚くするな

どの対応を要望します。また、青パトは、

広めの通りを素早く通り過ぎているよう

に見受けられます。巡回中はスピードを

落とし、ゆっくりと周囲を見渡しながら

監視を行っていただきたいです。 

 

「たいとう安全・安心電子飛脚便」は、警

視庁から配信される「メールけいしちょう」

を基に配信しております。メール配信は、多

くの方に、同時に、瞬時に送ることができる

ため、安全で安心な生活につながる情報をタ

イムリーに提供できる手段と考えておりま

す。スマートフォンやパソコンだけでなく、

スマートフォン以外の携帯電話でも受信す

ることができますので、これらの機器を使う

ことができる方を中心とした連絡網を作成

していただくなど、ご対応いただければ幸い

に存じます。 

子どもの安全パトロールは、保育園や学

校、公園など253か所を４台の青パトで１日

２回巡回しております。登下校の時間帯に

は、保育園や学校を中心に巡回や立哨し、不

審者等の事案の有無について園や学校と情

報共有するなど、事件等が発生した場合に

は、巡回の時間や回数を調整し、その地域の

重点的な巡回も行っております。 

巡回の時間や青パトの走行スピードなど

については、地域の皆さまや警察等からのご

意見を参考に工夫してまいります。 

─ 
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《 東 上 野 地 区 町 会 連 合 会 》 

開催日：12月４日（金） 

 

◇資源回収ボックスの設置場所変更のお願いと水はけの悪い歩道の 

歩行者に及ぼす危険について 

          質問 回答 対応 

ペットボトル等の資源回収ボックスが

置かれていることで、回収されない物ま

で置いていく人がおり、大きなゴミが放

置され困っています。回収ボックスの置

き場所はどのような基準で決められてい

るのか、また、置き場所を変えていただ

くにはどうすれば良いでしょうか。 

また、以前もお話ししましたが、東上

野１・２丁目の間の一方通行の歩道は、

水はけが非常に悪い所があり、雨の日に

は浸水してしまい、歩行者が歩くことが

出来ず車道に出て歩くしかないため、大

変危険です。善処いただきたく、よろし

くお願いいたします。 

 

 資源集積所の移動のご提案をいただきま

したが、多くの方がこの集積所を利用してい

ることもあり、すぐに場所の移動をすること

は難しい状況です。新たにごみが投棄されな

いよう、引き続き台東清掃事務所による巡回

を行うとともに、担当の清掃リサイクル課か

ら会長へ相談させていただき、改善に取り組

んでまいります。 

 また、以前お話いただいた歩道の補修は済

んでおりますが、水はけの悪い箇所について

は、確認し対応いたします。 

 担当の土木課から会長に連絡いたします。 

 

※現場を確認し、今後の対応について会長へ

説明した後、資源回収ボックスに、多言語に

よる注意書きを掲示しました。（清掃リサイ

クル課） 

 

※道路整備から約10年が経過し、車の乗り入

れ箇所等の歩道ブロックが不陸となってい

ます。水はけの悪い箇所が広範囲に及ぶた

め、時間を要するが、順次補修をしていく旨

を会長に説明しました。（土木課） 

 

〇 
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◇台東区役所発行の封筒・書類等に記載されている電話番号の 

市外局番の表示のあり方について 

質問 回答 対応 

台東区役所が発行する封筒の表面に記

載の電話番号は、「(03)5246-1111(代)」

となっています。「広報たいとう」の表

紙には「TEL5246-1111(代表)」と表示さ

れていて、(03)の記載はありません。そ

れはNTTタウンページ(株)発行の職業別

タウンページ台東区版に「市外局番は

(03)です」と表記されているからでしょ

うか。 

何故、各部署が発行する書類によって

(03)が記載されているものと、記載され

ていないものがあるのでしょうか。 

区が書類等を送付する際には、主に「台東

区」と記載された茶色の庁用封筒を使用して

おります。多くは、台東区内にお住いの方へ

お送りする際に使用しておりますが、転出等

により都外へお住いになられている方とも

やり取りをすることがあるため、市外局番の

（03）を記載しております。また、保険料や

税等の関係で個別に専用封筒を作成してい

ることもございますが、同様の理由で、その

多くに市外局番が記載されております。 

一方、「広報たいとう」については、限ら

れた紙面スペースの中で、様々な情報を掲載

する必要があることと、配布の対象が区民と

なりますので、市外局番の記載は省略してお

りますが、より多くの方にわかりやすい広報

紙とするため、今後、表紙には市外局番の

（03）を記載してまいります。 

 今後も、各媒体の利用用途等を鑑み、利便

性の向上につながるよう努めてまいります

ので、ご理解いただきますよう、お願いいた

します。 

 

─ 
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◇東上野地区避難所(仮)建設のお願いについて  

質問 回答 対応 

区では、上野警察署の移転を想定した

旧下谷小街区の活用について、警視庁と

協議を進めていると聞いています。 

 今後、４町会(稲神・神吉・四丁目本・

宮元)の避難所は、他の場所に移設する方

向で検討していると伺っておりますが、

避難する人数に対し、かなり厳しい環境

が想像されます。 

 ぜひ、移転協議を進めている上野警察

署を含むエントランス街区に、東上野地

区の避難所を建設してください。 

 昭和通りと浅草通りの交差点に面し、上野

警察署やキンコーズ等を含むエントランス

街区については、「東上野四・五丁目地区地

区計画」の方針である「多様な機能が集積し

た、賑わいと交流が育まれる複合的な開発の

誘導や防災機能の整備」に基づいたまちづく

りを進めております。 

 今後、旧下谷小跡地街区において、公共公

益施設の再編に向け、現在の旧下谷小にある

避難所機能は他の場所に移っていただく必

要がございます。 

 区では、将来的に地区計画内の東上野４丁

目区域で、避難等の機能確保を図ることとし

ております。引き続き、この方針の実現に向

けて、まちづくりに取り組んでまいります。 

 内容やスケジュールが決まり次第、ご報告

させていただきますので、ご理解、ご協力を

お願いいたします。 

 

─ 
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◇道路上での喫煙と喫煙者の密、人と車の通行妨害について 

質問 回答 対応 

東上野５丁目の道路上に於いて、タバ

コの匂いと煙に大変迷惑しています。ま

た、人と車等通行にも支障が出ています。

だんだんとひどくなっていますので、近

隣から何か対策をして欲しいと多くの要

望が町会に寄せられています。何か対策

ができないでしょうか。 

この場所は、以前タバコを販売してい

ましたが、現在は飲み物の自動販売機が

置いてあります。 

令和２年４月に改正健康増進法が全面施

行となるなど、原則、施設等における屋内で

の喫煙が禁止となりました。その影響もあ

り、路上など屋外での喫煙が増えています。 

区では、公衆喫煙所の整備や喫煙者へのマ

ナー指導など、迷惑喫煙対策を強化しており

ます。ご指摘の場所では、これまでも広がっ

ての喫煙をしないこと、近くの公衆喫煙所へ

の誘導等といった指導をしてきましたが、引

き続き、マナー指導を強化してまいります。 

加えて、「東京都台東区ポイ捨て行為の防

止に関する条例」を改正し、令和３年４月よ

り、朝７時から９時までの２時間を路上禁煙

とする予定です。 

ご指摘の場所の灰皿は、私有地に設置され

ているため、法令の規制対象ではありませ

ん。ただし、管理者には、周囲に受動喫煙が

生じることのないよう配慮することが求め

られており、現在は、貼り紙の掲示等の対応

を取っていただいております。今後の対応に

ついては、灰皿の撤去も含めてご検討いただ

けるよう、再度相談してまいります。 

今後も、引き続き、喫煙する人もしない人

も共存できる環境づくりに努めてまいりま

す。 

 

※令和３年１月に現場を訪問し、設置者に周

囲への配慮義務を説明するとともに、灰皿の

撤去について検討を依頼しました。 

（生活衛生課） 

 

〇 
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《 馬 道 地 区 町 会 連 合 会 》 

開催日：12月４日（金） 

 

◇風水害時の避難行動及び避難場所について 

質問 回答 対応 

今年の夏も九州地方や岐阜県、長野県

などで大雨による河川の氾濫等、大規模

な災害が発生しました。昨年、台東区で

も台風19号による大雨の際に自主避難場

所を開設しましたが、路上生活者の人た

ちの避難など課題やご苦労もあったと聞

いております。 

また、新型コロナウイルス対策のため、

避難場所には、これまでより広いスペー

スが必要ですが、このような状況を考慮

し、風水害時の避難行動及び避難場所の

あり方について、区としてのお考えをお

聞かせください。 

 

 近年、全国各地で様々な自然災害が発生し

ており、甚大な被害をもたらしております。 

 台東区では、荒川氾濫、神田川氾濫、土砂

災害、内水氾濫の起こる可能性があります。 

 内水氾濫や神田川が氾濫した場合は、多く

の地域で浸水が１ｍ未満と想定されている

ため、２階以上にお住まいの方は、ご自宅に

とどまっていただきたいと思います。避難場

所での「３密」を避けるため、自宅での安全

が確保できれば、「在宅避難」をお願いして

おります。 

 荒川が氾濫した場合は、区内の大半の地域

が長期間水没し、孤立することが想定されて

おります。２階以上にお住まいの方でも区が

避難情報を発令した場合には、直ちに、上野

公園や谷中墓地などの浸水区域外への避難

をお願いいたします。 

 風水害時の避難場所は、区が必要と判断し

た際に、開設し運営いたします。まず、自主

避難場所を６か所開設し、浸水の可能性が高

くなった場合に、追加で10か所開設いたしま

す。新型コロナウイルス感染症の感染防止の

ため、ソーシャルディスタンスを確保しやす

い体育館等を避難スペースとしており、感染

者や感染疑いのある方等には、別の部屋を設

ける等の対応を取る予定です。感染症への対

策を十分に行い、災害対策に努めてまいりま

す。 

 

─ 
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◇新型コロナウイルス感染症対策について 

質問 回答 対応 

新型コロナウイルスの検査体制につい

てお尋ねします。 

当初は、発熱などの症状があっても、

なかなか検査を受けられない方が多くい

らしたようですが、最近では検査件数も

増えているようです。 

現在、区内の検査体制はどのようにな

っているかお聞きします。また、希望す

る区民全員が検査を受けられるようにし

てはいかがでしょうか。区としてのお考

えをお聞かせください。 

 

 台東区では、令和２年４月に区内に検査会

場を設け、検体採取を開始しました。検査対

象は、医師が必要と判断した方、及び、濃厚

接触者と特定された方となります。 

 現在は医師会の協力により、検査を行う医

療機関も増えているため、必要と判断された

時から、数日以内に検査を受けることが可能

な状況です。 

 新型コロナウイルス感染症に加え、これか

らの時期はインフルエンザの流行も予想さ

れています。そのため、発熱などの症状があ

る場合は、まずは、かかりつけ医にご相談く

ださい。かかりつけ医がいない場合等には、

区と区内医師会等が連携した「発熱受診相談

センター」にご連絡ください。発熱していて

も診察が可能な医療機関を紹介いたします。 

 区民の皆さまが安全で安心した生活を送

ることが出来るよう、そして、必要な方が適

切に検査を受けられるよう、引き続き、受

診・検査体制の充実・強化等を図ってまいり

ます。 

 

─ 
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◇新型コロナウイルス流行の中での区内経済の活性化について  

質問 回答 対応 

今年は、新型コロナウイルスの感染拡

大防止のため、隅田川花火大会や浅草サ

ンバカーニバルなど、多くの区内行事が

中止となりました。 

馬道地区でも一葉桜まつりや芸能大

会、町会の盆踊りなどが中止となり、大

変寂しい限りです。 

また、観光客の減少により、地元の飲

食店をはじめ、多くのお店が深刻な打撃

を受けています。 

そこで、新型コロナウイルスの中で、

区として経済を活性化するための取り組

みがあればお聞かせください。 

 

観光客の中には、感染状況の高止まりを警

戒し、東京への来訪を控えている方も多いと

思われます。都内の感染者数がゼロにならな

い中で、地域経済活動を止めないためには、

感染拡大防止の取り組みとの両立が不可欠

であると考えます。 

このような状況の中、区ではInstagramや

Twitterを活用し、区内観光事業者のコロナ

への取り組みや、安全をアピールしつつ、事

業者のアカウントの存在を広く伝える目的

で「＃たいとう愛」を開始いたしました。さ

らに、講習会などを通じて、区内施設・事業

者の感染対策を支援し、安全な観光ができる

環境を整えると共に、観光客の来訪を促すた

め、民間事業者などと連携したプロモーショ

ンも実施しております。 

また、５月に感染拡大防止対策を講じるた

めの補助金を商店街へ交付し、７月からは感

染予防に取り組む店舗へ「新しい日常取組宣

言」ステッカーの配布や、区産業情報誌「ネ

ットワークたいとう」に店舗情報を掲載する

など、安全・安心に取り組む店舗であること

を紹介し、10月からは月に１回感染予防の知

識等を学べる講習会を開催いたしました。 

特に飲食店での感染予防が大切であるた

め、飲食店関係者を対象とした講習会実施

後、受講者を「新しい日常取組推進員」に認

定し、感染防止対策の啓発や助言等の活動に

係る経費を補助しております。 

今後も、地域経済の活性化のために必要な

消費喚起策を検討してまいります。 

 

※商店街が共同して実施する売出し事業に

対し、支援を行う準備を進めています。 

（産業振興課） 

〇 
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◇自転車の運転マナーについて 

質問 回答 対応 

自転車は環境にやさしく、便利な交通

手段であり、最近は、新型コロナウイル

スの影響で、通勤や宅配に自転車を利用

する方も増えています。 

しかしながら、以前から自転車の運転

マナーの悪さが気になっています。走行

中の携帯電話の使用、自転車走行レーン

の逆走、信号無視、傘をさしながらの運

転など、危険な行為がたくさんあります。 

事故が起きないよう、区からマナー指

導・啓発をよろしくお願いします。 

 

 自転車利用者の中には、「ながら運転」や

「傘さし運転」など、危険な運転を行ってい

る人が見られます。 

 区では、自転車利用者の交通ルールの徹底

に向け、区内の警察署と合同で、小学生や中

学生への交通教育や一般区民向けの講習会

を毎年実施しているほか、街頭キャンペーン

やケーブルテレビでの啓発番組制作などに

より、安全意識の向上を図っております。 

 また、都内における相次ぐ自転車事故を受

け、先般、区内の全警察署に対し、危険運転

者に対する指導・取締りの強化について申し

入れを行いました。 

 馬道地区については、11月に、浅草警察署

と合同で自転車利用者向けの街頭キャンペ

ーンを実施したところです。 

 引き続き、交通事故の防止に向け、各警察

署と連携しながら自転車利用者への啓発に

取り組み、自転車の安全利用の促進を図って

まいります。 

 

〇 
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《 雷 門 地 区 町 会 連 合 会 》 

開催日：12月７日（月） 

 

◇ホームレス対策とコンクリート芸術作品の撤去について  

質問 回答 対応 

隅田公園内にコンクリート花壇作品が

設置されております。周囲には、ホーム

レスの若者、老人など多数の方が、食事

や寝起き等をされています。東武鉄道と

平行してすみだリバーウォーク歩道橋が

設置されましたが、近隣の方や観光客の

中には大変驚かれる方もいらっしゃるの

ではないでしょうか。水上バスや電車で

の表玄関であり、出入口でもあります。

ホームレスの方が自立した生活を早く送

れるよう支援をしていただくことはでき

ないでしょうか。 

作品を撤去し、樹木、花壇などを整備

し、区長が進めていらっしゃる花の美し

さ、安らぎのある浅草にしてください。 

 

 隅田公園内にあるご指摘の作品は、台東

区・墨田区・東京藝術大学の連携事業として

制作した作品群の一つです。東京スカイツリ

ーから浅草地域をアートで結び、隅田川エリ

アを散策できる回遊ルートの創設を目的と

しております。作品の撤去については、関係

機関との協議が必要であり、作品が一つでも

欠けてしまうと回遊ルートとしての意義を

失ってしまうため、難しい状況です。本作品

は毎月、点検やメンテナンスを実施し、植栽

が良好な生育状態を維持できるように管理

しております。 

 また、隅田公園内の路上生活者の状況につ

いては、関係者が情報共有し、対応を検討し

ています。区独自の支援策として、区職員や

地域のNPO法人の医師や看護師が同行し、健

康状態や生活状況の聞き取り、区役所への相

談を促すなど、巡回生活相談を定期的に実施

しております。 

 今後も、路上生活者が安定した地域生活を

健康的に送ることができるよう、関係機関と

共に働きかけを続けてまいります。 

 

△ 
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◇防火！火災警報器交換期にあたり 

質問 回答 対応 

台東区がキャンペーンを打って、住宅

用火災警報器を販売して、はや11～12年

になり、すでに交換時期になっています。

区民（町会員）がより安価に購入できる

よう、今一度キャンペーンを打っていた

だきたい。 

 

 住宅用火災警報器は、東京都火災予防条例

に基づき、平成22年４月１日より、すべての

住宅への設置が義務化され、10年が経過して

おります。電子部品の寿命や電池切れなどに

より、設置後約10年で交換することが推奨さ

れているため、現在、交換の時期にきている

と思われます。 

 区では、家庭用防災用品を特別価格であっ

せんしており、住宅用火災警報器も取り扱っ

ております。交換や新規購入の際に、ご利用

いただければと思います。 

 また、このあっせん制度では、地震対策用

品や非常食料等の様々な防災用品を扱って

います。近年、全国で自然災害が発生し、甚

大な被害が出ております。このような災害に

備え、防災用品を揃える際に、ぜひご活用く

ださい。詳細につきましては、担当の危機・

災害対策課までお問い合わせいただきます

よう、お願いいたします。 

 

─ 
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◇コロナ禍における東京都との連携について  

質問 回答 対応 

今回のコロナ禍において、令和２年８

月13日より当町にあるビジネスホテルが

入院治療の必要のないコロナ患者の宿泊

療養施設になりましたが、開設連絡は予

定日の９日前、地区センターの所長から

でした。数時間後、東京都福祉保健局の

職員が来られ、感染症対策への取組及び

施設運営の理解と協力依頼の説明があり

ました。 

台東区のホームページでは令和２年２

月３日に「台東区新型コロナウイルス感

染症対策本部」を設置し、「国や都の動

向を踏まえつつ、庁内での情報共有や区

の対応等を協議」とあります。また、８

月12日に「台東区では、新型コロナウイ

ルス感染症の方々のうち、入院治療が必

要のない軽症者や無症状者の方について

は、大切なご家族やお友達等に感染させ

ないよう、また、症状が急変した時にも

適時適切に対応できるよう、東京都が用

意した施設において宿泊療養をお願いし

ております」との記載があります。しか

しながら、宿泊療養施設開設について、

台東区新型コロナウイルス感染症対策本

部等からの説明等は一切ありませんでし

た。 

現在も、宿泊療養施設に関しては都の

担当が唯一の窓口ですが、台東区として

の関わりはできないのでしょうか。 

 

 新型コロナウイルス感染症の宿泊療養施

設として使用するホテルについて、ご理解と

ご協力をいただき、ありがとうございます。 

 軽症や無症状の方については、宿泊療養施

設で療養していただくことで、症状の重い患

者のための病床確保を図っております。宿泊

療養施設については、施設の選択や患者の移

送等、全て東京都が運営しております。 

 そのため、東京都からの開設連絡を受け、

区公式ホームページ等で情報を周知すると

ともに、区民事務所等を通じて町会の皆さま

へお伝えいたしました。 

 今後も様々な方策を講じ、より早く情報を

伝え、皆さまが安全で安心して生活できるよ

う、感染拡大防止に努めてまいります。 

 
─ 
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《 竹 町 地 区 町 会 連 合 会 》 

開催日：12月８日（火） 

 

◇危険走行自転車対策について  

質問 回答 対応 

最近目立つ「デリバリー自転車」の運

転者は、常にドライブモニターを見なが

ら危険走行をしています。 

幼い子供や高齢者は、自衛が必要にな

りますので、狭い交差点等に「反射鏡」

の増設をお願いできないでしょうか。 

 

 ご指摘のとおり、自転車を利用したデリバ

リーサービスが広く普及し、区内でも、自転

車配送員を頻繁に見かけるようになりまし

た。自転車走行中に、スマートフォン等を操

作したり、画面を見たりする「ながら運転」

は、道路交通法で禁止されており、大変危険

な行為です。 

 区では、相次ぐ自転車事故を受け、区内の

全警察署へ、危険運転者に対する指導・取締

りの強化について申し入れを行いました。ま

た、11月には警察と合同で、宅配事業者や自

転車配送員への講習を実施いたしました。 

 引き続き、各警察署と連携しながら、自転

車の安全利用の促進に取り組み、危険運転の

防止を図ってまいります。 

 また、道路反射鏡については、原則として

見通しの悪い交差点等に設置するものです。

設置につきましては現地確認が必要となり

ます。担当の土木課より会長に連絡いたしま

す。 

 

※令和３年１月、会長へ連絡し、説明しまし

た。（土木課） 

 

─ 
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◇歩道の商用占有の防止について  

質問 回答 対応 

区内歩道の「商用専有」が日常化して

いる箇所が目立ちます。乳母車が行き交

う交差点の歩道部分に、二方向共に大き

く販売台を出している店舗もあります。 

強く指導し、区民の安全を確保してい

ただきたいです。 

 

 道路や歩道上に商品やテーブル等を置く

ことは、交通の妨げとなり道路法及び道路交

通法違反となるため、区では道路パトロール

を実施し、是正に向けた指導を行っておりま

す。 

 道路不法占用物件について、所有者が判明

している場合には、自ら移動させることが基

本となるため、不法占用の状態が改善される

まで粘り強く指導を行ってまいります。 

 また、上野や浅草などの繁華街では、所轄

の警察署や地元商店会との合同パトロール

も実施しております。 

 今後も関係機関と連携し、良好な道路状態

を保ち続けられるよう努めてまいります。 

 

※令和２年11月、指摘のあった店舗に指導を

行い、商品のはみ出しについて是正させまし

た。（道路管理課） 

 

〇 

 

◇青色パトロール車の運用について  

質問 回答 対応 

隣の区では、夜間でも「青色回転灯付

きパトロール車両」が巡回しています。 

台東区が予算的に苦しい事情は分かり

ますが、せめて金曜日だけでも、夜９時

頃まで巡回時間を延長できないでしょう

か。 

 

 区の青色パトロール車は、「子どもの安全

確保」を目的として、保育園や小・中学校等

の登下校の時間帯にあたる午前７時から午

後７時の間に、巡回パトロールを実施してお

ります。また、土曜日や日曜日、夏休み等の

学校休業日は、午前８時30分から午後８時30

分の間に実施しております。 

 事件等が発生した場合には、巡回の時間や

回数を調整し、その地域の重点的な巡回も行

っております。 

 巡回時間の変更・拡大については、区の財

政状況等を踏まえ、また、地域の皆さまから

のご意見を参考に考えてまいります。 

 

☆ 
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◇「住み良い街 台東」について 

質問 回答 対応 

安心、安全、花と緑の多い街に向けて

の施策を教えてください。 

また、商店街活性化への妙案について、

お考えをお聞かせください。 

 

 区内の安全・安心に向けた施策として、子

どもの安全を見守る、青色回転灯付パトロー

ル車両による区内全域の巡回を毎日実施し

ております。上野地区では、上野駅周辺を客

引き行為等防止特定地区に指定し、客引き行

為者に対しては、指導・警告・勧告を行って

おります。今後も、警察や関係団体、地域の

皆さまと情報を共有し、犯罪に強い街づくり

に努めてまいります。 

 また、区では「花の心プロジェクト」を推

進し、区民の皆さまに花とみどりに親しむ暮

らしを普及するため、花の苗や種子の配布、

園芸講習会の開催等により、身近な場所で花

を育てていただく機会を提供しております。

今後も、既存の花壇を管理しながら、区内全

域で花のまちづくりに取り組んでまいりま

す。 

 そして、商店街に対しては、感染防止策を

講じるための補助金を５月に交付いたしま

した。現在、商店街では、独自の感染予防計

画に基づき、対策を講じたうえで徐々にイベ

ントを再開しております。さらに、消費喚起

策として、来年春に開催される事業への支援

も検討しております。また、御徒町・蔵前の

「カチクラ地域」へは、モノづくりのまちを

散策し、魅力を体験してもらう地域連携事業

「モノマチ」に対し、補助をしております。

今年度はオンライン開催となりましたが、参

加者のニーズを取り込んでいるように感じ

ております。今後も、効果的な支援を継続で

きるよう努めてまいります。 

 

〇 
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◇町会掲示板について 

質問 回答 対応 

当町会の掲示板設置場所が２か所しか

ないので、町会員に区政・区行事・慶弔

等を周知するのに少ないと考えます。隣

接する３町会と接する舗道等に、あと２

か所ほど、掲示板の設置を希望します。 

掲示板の設置基準等があればお知らせ

ください。町会の広さや世帯数も関係し

ていますか。 

 

 掲示板は、町会や区などからの情報を伝達

する重要なものであり、地域の身近な場所に

設置しております。 

 掲示板の設置にあたっては、町会の広さや

世帯数、既存の設置数などを考慮しつつ、最

大限効果的な配置となるよう、皆さまと相

談・検討し、設置や移設を行っております。

道路占用許可基準上、設置できない場所や一

時的に工事のできない期間があります。 

 設置にあたり、ご不明点等もあると思いま

すので、担当の区民課から連絡いたします。 
 

※令和２年11月、会長へ連絡し、説明しまし

た。（区民課） 

△ 

 

◇台東病院について 

質問 回答 対応 

約１年前、国による公立病院等の再

編・統合の必要がある病院リストに、台

東病院が掲載されました。 

区長は、「区にとって必要不可欠な病

院である」とコメントされていますが、

その後の区のお考えをお聞かせくださ

い。区民の大切な病院です。 

 

 令和元年９月に国が発表した、公立病院等

の再編・統合については、各都道府県が設置

する「地域医療構想調整会議」で議論を進め

ることとなっております。 

 台東病院も対象に含まれており、令和元年

11月に開催された東京都の「地域医療構想調

整会議」において、台東病院の地域における

役割や特色について説明いたしました。 

 本調整会議の中で「台東病院の取り組みは

素晴らしく、高齢者をトータルで診る医療は

重要である」と評価していただき、「区中央

部の医療圏としては変更の必要はない」との

結論が出されました。 

 その後、令和２年３月に、国から「改めて

整理の上、通知する。」と、再検証の見直し

の方向性が示されたため、８月に、本区選出

の２名の国会議員に、再検証の対象病院の見

直しを要請いたしました。 

 区といたしましては、台東病院は、地域包

括ケアシステムを支える病院として、さらに

区民の皆さまが安心して地域で医療を受け

られる高齢者医療の拠点病院として、今後も

存続させてまいります。 

○ 
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「台東区スポーツ推進委員協議会との語る会」 

開催日：11月24日（火） 

 

◇小学校のキャパシティーと旧上野忍岡高校の跡地について  

質問 回答 対応 

1990年代の児童数の減少によって小学

校の統合があり現在に至りますが、近年

はマンションの乱立により、児童数も増

加しているように思います。統合時に広

くなった学区により、教室が足りていな

いなど、児童数がキャパシティーに対応

していない小学校が少なからず見られま

す。今後、学区の調整や越境の制限など

のお考えはありますか。 

また、旧上野忍岡高校跡地にスポーツ

や教育施設等の建設予定はありますか。 

 

児童数は増加傾向にありますが、現在、教

室数が不足している区立小学校はございま

せん。 

教室数の不足が予測される場合には、ま

ず、区内在住者が指定校以外の学校に入学す

る「指定校変更」や、区外在住者が区内の学

校に入学する「区域外就学」の制限を行い、

さらに対応が必要な場合には、特別教室等の

普通教室への転用等で確保してまいりまし

た。今後も、教育委員会において適切に対応

してまいります。 

また、通学区域の再編については、これま

で学校が培ってきた地域との関係や歴史的

経緯を十分尊重する必要があることや、保護

者や学校、地域に与える影響が大きいことか

ら、慎重な対応が必要と考えております。 

旧上野忍岡高校跡地については、令和７年

３月末まで、敷地西側は北上野保育室として

活用いたします。現在、更地となっている敷

地東側は、松が谷福祉会館の移転先として本

格活用し、福祉機能をより充実させるととも

に、子供と若者の相談や発達障害児への支援

をさらに強化し、利用者に合わせた、より使

いやすい施設整備を進めてまいります。 

 

─ 
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◇来年度のスポーツイベント及び放置自転車について 

質問 回答 対応 

新型コロナウイルス感染症の感染状況

によりますが、東京オリンピック・パラ

リンピックや東京マラソン、台東区民体

育祭、スポーツフェスタ等、来年度のス

ポーツイベントを開催するにあたり、台

東区として、予防対策についてどのよう

にお考えでしょうか。 

また、早朝でも、浅草通りや国際通り

などの特にマンション前に、かなりの数

の放置自転車があります。もう少し規制

をしていただきたいと思います。 

東京2020オリンピック・パラリンピック競

技大会については、国や都、組織委員会等で

構成される「東京オリンピック・パラリンピ

ック競技大会における新型コロナウイルス

感染症対策調整会議」において、アスリート

や観客等、それぞれの観点で対策が検討され

ており、区もその動向を注視しております。 

聖火リレー出発式のセレモニーや各種イ

ベント時には、「台東区新型コロナウイルス

感染症拡大防止ガイドライン」等も踏まえ、

ソーシャルディスタンスの確保や検温、消毒

等を行い、感染予防対策に取り組んでまいり

ます。 

来年度の大会やイベント等を安全安心な

環境で迎えられるよう、引き続き関係機関と

連携し、必要な対策を講じてまいります。 

放置自転車について、区では、駅周辺を「指

導整理区域」に指定し、放置自転車指導員に

よる指導や撤去を行っております。ご意見を

いただいたマンション前の通りは、指導整理

区域外であると思われますが、自転車の放置

については、現在、管理組合等を通じた啓発

などを行っているところです。 

今後も、放置自転車の削減に向け、指導や

撤去のほか、区民等への啓発に取り組んでま

いります。 

 

─ 
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◇施設開放について 

質問 回答 対応 

リバーサイドスポーツセンターは、人

数制限などの感染症対策を設け利用でき

る様になり、だいぶ時間が経っているの

に対し、コミュニティーや学校開放につ

いては、他区と比べて再開が遅れている

ように見受けられますが、どのような理

由で遅れているのか、お伺いいたします。 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、

区立小中学校の施設開放を９月まで制限し

ておりましたが、10月から校庭を、11月から

体育館等の屋内施設の利用を再開しました。 

利用にあたり、感染症対策チェックリスト

の順守、利用者名簿の作成・保管、利用後の

設備や備品の消毒など、感染症拡大防止に取

り組んでいただけることが条件となります。 

再開までの間、ご不便をおかけし、申し訳

ございませんでした。引き続き、新型コロナ

ウイルス感染症への対策を徹底し、皆さまに

安心してご利用いただけるよう努めてまい

りますので、ご理解、ご協力いただきますよ

う、よろしくお願いいたします。 

 

◎ 
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◇子育て支援について 

質問 回答 対応 

23区初の妊婦への給付金制度、素晴ら

しいと感じました。今回の制度も含め、

他の区と比べて子育て支援制度や事業が

充実してきているとは思いますが、待機

児童などはまだまだ多いと感じます。 

妊婦や子育ての支援について、今後の

計画などがあれば、知りたいです。 

 

区では、コロナ禍における支援として「台

東区妊婦等応援特別給付金」のほか、児童手

当受給世帯への給付金、ひとり親世帯への臨

時特別給付金等の各種給付をいたしました。 

また、これまで「ゆりかご・たいとう面接

（妊婦全数面接）」や「乳児家庭全戸訪問」

等を通して、子育て支援や虐待予防を図って

おります。さらに今年度から、「産前産後支

援ヘルパー」の利用対象を拡大するととも

に、３歳未満の双子や三つ子といった多胎児

を養育する家庭に対し、母子保健事業のため

に外出する際のタクシー利用料金をサポー

トするなどの支援を開始しました。 

今後は、母親自身がセルフケア能力を育

み、家族ですこやかな育児ができるよう「妊

娠期から子育て期にわたる切れ目のない支

援」の拡充についても検討してまいります。 

台東区の待機児童数については、令和２年

４月１日時点で60人であり、昨年度からわず

かに減少しましたが、未だに多い数字となっ

ております。そこで、今年度、認可保育所等

を新たに４か所開設いたしました。また、増

加する保育需要を見据え、「子ども・子育て

支援事業計画」の見直しを行いました。今後

も、待機児童解消に向けて保育所等の整備を

進め、子育て世帯が安心して働くことができ

る台東区を目指してまいります。 

 

─ 
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◇第５世代移動通信システムを利用した台東区スポーツ推進について  

質問 回答 対応 

日本では2020年春から第５世代移動通

信システム（５Ｇ）を利用したサービス

が始まり、次世代通信インフラとして、

台東区にも大きな技術革新をもたらすと

言われています。 

この技術革新により、スポーツを「や

る人」、「観る人」、「支える人」に新

たなスポーツ推進が可能だと考えます。 

しかし、５Ｇを利用したスポーツ推進

例は多くありません。５Ｇを利用し、ど

のように区のスポーツ推進を実施すべき

か、お考えを拝聴したく存じます。 

 

第５世代移動通信システム（５Ｇ）を利用

したサービスについては、スポーツに限ら

ず、あらゆる分野で大きな技術革新をもたら

すものと思われます。 

区では、「新しい生活様式」の下でのスポ

ーツ推進として、来年度から新たにzoomを活

用したオンラインスポーツ教室の実施を予

定しております。 

５Ｇを利用したスポーツ推進については、

環境の整備が必要となることから、関係部署

とも協議し、多様化する区民ニーズに対応で

きるよう、今後の社会情勢を見据えながら検

討してまいります。 

 

─ 
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「『新成人を祝う会』実行委員会との語る会」 

開催日：12月２日（水） 

 

◇台東区の観光業について 

質問 回答 対応 

昨今の新型コロナウイルスにより、台

東区に来て下さる観光客の方の客層がガ

ラッと変わったと感じています。特に若

い20才前後のお客様が増えたと感じてい

ます。 

インターネットのサイトなど、SNSも若

者向けに作り変えていくのはどうでしょ

うか。「＃たいとう愛」のインスタグラ

ムも拝見しましたが、どのようなコロナ

対策を行っているかというよりも、コロ

ナ禍でもどのような魅力があるのかを知

りたいですし、発信するべきだと思いま

す。 

ぜひ、ご検討をお願いいたします。 

 

 観光客の中には、感染状況の高止まりを警

戒し、東京への来訪を控えている方が多い状

況にあると思われます。そのような中、

InstagramやTwitterを活用した「＃たいとう

愛」において、区内観光事業者のコロナへの

取り組みや、安全をアピールしつつ、事業者

のアカウントの存在を広く伝えています。 

 また、区では新しい日常に取り組んでいる

ことを掲示する「宣言書ステッカー」の配布

や、区の産業情報誌「ネットワークたいとう」

に店舗情報を掲載するなど、安全・安心に取

り組む店であることを紹介しております。 

 ご提案のとおり、魅力発信は重要であり、

今後も力を入れていきたいと考えます。これ

からを担う皆さんにも、その若い感性で、ぜ

ひ台東区の魅力をSNS等で発信していただけ

ればと思います。 

 

〇 
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◇台東区内の美術館等への入場料について 

質問 回答 対応 

台東区在住の大学生も、台東区の美術

館や動物園へ安い入場料で入ることがで

きれば良いと思っていますが、一つの提

案としていかがでしょうか。 

 

まず区立の文化施設についてですが、下町

風俗資料館、一葉記念館、朝倉彫塑館、旧東

京音楽学校奏楽堂、書道博物館の５施設につ

いては、大学生限定ではありませんが、５館

共通入館券を販売しており、通常の入館料よ

りも割安でご入館いただけます。また、台東

区循環バス「めぐりん」や墨田区の循環バス

等を自由に乗り降りすることのできる「台

東・墨田 東京下町周遊きっぷ」をご提示い

ただくと、割引を受けることもできます。区

立の文化施設が若い世代の方々にさらに足

を運んでいただける施設となるよう、今後も

努めてまいります。 

 次に区立以外の施設については、東京国立

博物館と現在休館中の国立西洋美術館にお

いて、大学生であることを証明できるものを

ご提示いただくと、常設展は一般料金の半額

で入場できます。また、特別展、企画展で大

学生料金が設定されている場合もあります。

その他の美術館、博物館でも、特別展、企画

展等、各展覧会で大学生料金が設定されてい

る場合がありますので、ご入場の際にお問い

合わせいただければと思います。 

 台東区には、区立や都立、国立等、多くの

文化施設があり、素晴らしい文化や芸術に身

近に触れることのできる恵まれた環境にあ

ります。区では、この文化や芸術に気軽に親

しんでいただけるよう「たいとう文化マルシ

ェ」という文化芸術総合サイトを設けており

ますので、こちらもぜひご覧ください。 

 

─ 
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◇地域活性化について 

質問 回答 対応 

台東区には大学が少ないこともあり、

学生が主体の地域活性化のプロジェクト

が少ないように感じます。 

私は、福祉について大学で学んでいる

ため、台東区の高齢者や子どもたちを巻

き込んだイベントなどを企画してみたい

と思っています。何かアドバイスや「こ

のようなイベントがあると良い」という

ものがあれば、教えていただきたいです。 

 

 区では、行政や多くの地域団体等が様々な

イベントや事業を行っております。例えば、

中高生が地域の方と協力し、イベントを運

営・開催する青少年フェスティバルや、子育

て世代向けの自然教室イベント等を行って

おります。 

 また、台東区社会福祉協議会では、地域住

民や区内ボランティア団体等と協働し、地域

の絆を深め、共に支え合う地域福祉社会の実

現を目指したボランティアフェスティバル

の開催もしております。 

 地域包括支援センターと医療機関が連携

して実施している「認知症カフェ」という事

業もあります。参加者の多くが高齢者ではあ

りますが、認知症の方やその家族、認知症に

関心のある方など誰でも参加でき、医療や介

護の専門職、同じ立場の方々とお茶を飲みな

がら話し合うことができます。 

 その他にも、町会や地域団体、NPO法人等

の各種団体と連携した事業を行っておりま

す。 

 今後、ご自身でイベントを企画するにあた

っては、まずは町会や区の行事等に参加し、

ボランティアなどで運営に関わってみては

いかがでしょうか。そうした活動を通じて、

高齢者や子供を巻き込んだイベントの企画

のヒントを見つけてもらえると、大変嬉しく

思います。 

 各種事業やイベントの詳細、ボランティア

への申し込み方法等については、区公式ホー

ムページでご確認いただけますので、ご覧く

ださい。 

 

─ 
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◇新成人に必要な心がけについて 

質問 回答 対応 

二十歳を迎えた新成人に必要な心がけ

は何か、また、台東区長はどのような心

がけをお持ちでしょうか。 

 

 今まで皆さんは、家族や学校など、多くの

方に守られてきました。二十歳を迎えると、

一人の「大人」として様々な権利が与えられ、

その権利には個人としての責任が伴います。

新成人になるうえで、「大人として社会の一

員であることを自覚し、責任ある行動をとっ

ていく」、「自ら考え、自主的に行動する」

ということを心がけていただければと思い

ます。 

 来年は、待望の東京2020オリンピック・パ

ラリンピック競技大会が開催される予定で

す。 

 日本が初めてオリンピックに参加したの

は、108年前の大正元年、第５回ストックホ

ルム大会でした。大会団長の嘉納治五郎は、

講道館柔道の創始者であり、その発祥の地

は、台東区の稲荷町にある永昌寺というお寺

です。嘉納治五郎は常々、「若い力を、自分

のためだけに使うのではなく、社会のために

使い、他の人と共に栄える世の中にするため

に生きていくことが大事なのだ。」という講

道館柔道の精神「精力善用」「自他共栄」を

説かれていました。 

 今年予定されていたオリンピック・パラリ

ンピックは、新型コロナウイルス感染症のた

め来年に延期となりました。 

 皆さんも、これからの人生において、様々

な困難や予定外の事態が起こることもある

と思います。そのような時、「精力善用」「自

他共栄」の精神を持ち、「本を忘れず、末を

乱さず」前向きに歩んでいただきたいと思い

ます。 

 私も、若い力を存分に発揮できる環境づく

りを心がけています。新たな時代を担う皆さ

んに大いに期待しております。 

─ 
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◇待機児童について 

質問 回答 対応 

私の弟が保育園に入る際、両親が共働

きであり、保育園に入ることができずに

困っていました。今は改善しているので

しょうか。 

私たちの子どもが生まれたときに台東

区に住むのなら、待機児童数が０であっ

てほしいです。 

 

 共働き世帯の増加等により、保育所への入

所希望が増えております。区の待機児童数

は、平成28年度の240人をピークに年々減少

し、令和２年４月１日現在で60人になりまし

たが、未だ多い数字となっております。 

 区では、増加する保育需要を見据えて、令

和２年３月、保育所整備の計画である「子ど

も・子育て支援事業計画」の見直しを行い、

４月に認可保育所を３か所、６月に緊急保育

室を１か所開設し、266人の受け入れを行い

ました。さらに、令和３年４月には３か所の

施設を整備し、159人の受け入れを行ってま

いります。 

 今後も、待機児童解消に向けて保育所等の

整備を進め、子育て世帯が安心して働くこと

ができる台東区を目指してまいります。 

 

〇 

 

◇マイナンバーカードについて 

質問 回答 対応 

マイナンバーカードの手続きを行って

２か月程が経過したのですが、発行まで

３か月程もかかることを知り、遅すぎる

のではないかと感じました。 

６月15日にも台東区のマイナンバー関

連システムに障害が起きているように、

区のデジタル化があまり進んでいないと

感じています。 

デジタル庁が新設されたことで、台東

区としてどのようにデジタル化を進めて

いく予定でしょうか。 

 今年度は、特別定額給付金やマイナポイン

ト等の影響で、マイナンバーカードを申請す

る方が急増しました。マイナンバーカードは

確認事項も多く、申請から交付まで２か月半

から３か月程かかる状況が続いております。 

 今後も国や関係機関と連携し、必要な要望

を伝え改善に向けて取り組んでまいります。 

 また、行政のデジタル化を推進するため、

現在区では、新たな情報化推進計画を策定し

ております。技術革新の急速な進展や新型コ

ロナウイルス感染症対策等、ICTの動向や社

会状況の大きな変化に柔軟かつ適切に対応

し、デジタル化を通じて区民の皆さまの利便

性向上と行政の効率化を図ってまいります。 

 

〇 
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◇コロナ禍においての三社祭・酉の市の実施について 

質問 回答 対応 

ほとんどのお祭りが中止になる中で、

三社祭・酉の市を延期して行った理由は

何かあるのでしょうか。 

また、神輿を車移動で行っていました

が、他にも対策をしていたことを教えて

いただきたいです。 

 

 各神社の祭礼等は、区が直接的に関与して

いるものではございませんが、三社祭につい

ては、１年に１度の「本祭り」として必ず斎

行される御祭礼であり、社殿で執り行われる

「例大祭式典」と共に、氏神様に氏子の町々

の様子をご覧いただき、そのご神徳を授かる

事が本義となることから、お神輿の移御を実

施したと聞いております。 

 また、酉の市については、様々な行事やイ

ベントが中止となる中、中止にするのではな

く出来る事をして、歴史と伝統を守る活動を

する事が大切だと考え、当初の日程どおりに

実施したと聞いております。 

 どちらのお祭りも出入り口の制限や、検

温・手指のアルコール消毒・マスク着用の依

頼等を行い、さらに、三社祭では神事斎行時

の境内の規制区域の設置、酉の市では手締め

のかけ声や祝い酒の振る舞いの中止等、様々

な感染予防対策を施したうえで実施したと

のことです。 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受け、

例年開催されているお祭りやイベントが、中

止や規模縮小等の状況にあります。区といた

しましても、区民の皆さまが安全で安心して

生活を送ることができるよう、引き続き、感

染防止対策に全力で取り組んでまいります。 

 

─ 
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◇台東区の性的マイノリティの方への配慮について 

質問 回答 対応 

台東区は、歴史と文化に大変恵まれた

ゆかりを持ち、そうしたゆかりを背景に、

国内外から様々な人が集まり、ある種の

多様性が色濃く見られる、素敵な街だと

住みながら感じます。今後も、様々な人

を受け入れてゆくこととなるのだろうと

思います。 

そうした多様性について、時に考える

のは、台東区の性的マイノリティの方々

への配慮のあり方は、どのようになって

いるのか、ということです。例えば、他

自治体で導入が進んでいる同姓パートナ

ーシップ制度は、台東区では導入されて

いません。行政が多様なパートナーのあ

り方を認めることは、異議深いように思

います。性的マイノリティの方への配慮

の取り組みのうち、同姓パートナーシッ

プ制度についてはあくまで一例ですが、

台東区行政として、現在どの程度検討さ

れているのか、教えていただけないでし

ょうか。 

 

 区では、令和２年度から６年度までを計画

期間とする「台東区男女平等推進行動計画」

において、取り組みの方向性の一つに「性の

多様性に関する理解の促進と相談体制の整

備」を新たに位置付けました。 

  こうしたなかで、多様な性の在り方への理

解を広めるために、講演会などの機会を通じ

て啓発活動を行うほか、カウンセラーによる

相談業務を実施し、理解の促進や悩みに対す

る支援に努めております。 

 また、区で使用している申請書や証明書等

について、不要な性別欄を設定しない取り組

みも行っております。 

 同性パートナーシップ制度の導入につい

ては、相談業務の中で蓄積される地域のニー

ズを勘案し、今後、慎重に検討していきたい

と考えております。 

☆ 
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◇学生と町の関わりについて 

質問 回答 対応 

小学校・中学校では、仲見世通りでイ

ンタビューや職業体験を行っていたと思

いますが、現在はどのように行っている

のでしょうか。また、コロナの影響でで

きない場合、代わりに何か行っているの

でしょうか。 

 

 仲見世通り商店街におけるインタビュー

活動については、国際理解や伝統工芸への理

解を目的に実施してまいりました。しかし、

観光客数等が増加し、人や車等の往来が激し

くなったため、各校の判断により、規模を縮

小して実施しております。また、以前から、

各校で地域の方をゲストティーチャーとし

て招き、仕事内容や地域活動等のお話を伺う

機会を設け、地域に対する理解を深める学習

を進めております。 

 また、職業体験については、今年度、新型

コロナウイルス感染症拡大防止のため中止

としました。勤労観・職業観を育てるための

「キャリア教育」は必要であることから、今

年度については、各校で卒業生や地域の伝統

工芸職人等をゲストティーチャーとして招

き、お話を伺う機会を設けました。 

 今後も、地域の方などに教育活動に参加し

ていただき、生徒が地域に興味や関心を持つ

ような授業を行ってまいります。 

 

─ 
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◇広報紙について 

質問 回答 対応 

区の広報紙をペーパーレス化する予定

はあるのでしょうか。 

紙で印刷するのであれば、紙面ならで

はの情報があっても良いのではないかと

思います。 

 

 区の広報紙「広報たいとう」は、区の施策

や事業、行事など区政情報を提供する主要な

広報媒体として、月２回発行し、紙媒体で各

世帯にお届けしております。紙媒体のほか

に、区公式ホームページや多言語対応デジタ

ルブック（カタログポケット）等の電子媒体

でも閲覧できるようにしておりますが、区政

情報を紙媒体で入手している方や、パソコン

やスマートフォンなどを所持していない方

もいらっしゃるため、紙媒体の広報紙は今後

も必要であると考えております。今後も、魅

力ある紙面づくりに努めてまいります。 

 また、区では、広報紙以外にも、区公式ホ

ームページ、Twitter、LINEなど、様々な媒

体を活用し、より効果的に情報発信ができる

よう取り組んでおります。災害時に区が発信

する最新情報の確認等ができる、防災アプリ

「台東防災」等の専用アプリも設けておりま

すので、ぜひ各種媒体をご覧ください。 

 区からの情報をより多くの方に届けるた

め、引き続き、紙媒体と電子媒体を効果的に

活用し、情報発信に努めてまいります。 

 

─ 
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◇路上生活者の支援について 

質問 回答 対応 

先日、台風が接近した際には、路上生

活者の避難場所を設置することを決定し

たという新聞記事を拝見しました。 

様々な方からの意見を取り入れ、新た

な体制をつくろうとされる姿勢に区民と

して、とても安心しました。 

歴史的にも日雇い労働者などが多く過

ごす台東区で、区としての支援や対応な

ど、今後のビジョンを教えてください。 

 

 区では、生活保護法やホームレスの自立支

援等に関する特別措置法等の各種法令に基

づき、日常生活への支援が必要な方や路上生

活者への支援を行っております。 

 区独自の支援策として、巡回生活相談を行

っております。区職員や地域のNPO法人の医

師や看護師が同行し、健康状態や生活状況の

聞き取り、区役所へ相談に来てもらう案内等

を行っております。このように行政と地域の

NPO法人が協力して実施する体制を取ってい

るのは、都内では台東区だけです。 

 丁寧に働きかけを続け、信頼関係を築いて

いくことが、路上生活から脱却するための第

一歩になると考えております。今後も、一人

でも多くの方が地域生活に移行し、健康で安

定した生活を送ることができるよう、関係機

関と共に粘り強く支援を行ってまいります。 

 また、災害時の対応については、今年度、

路上生活者を含むすべての方が安全に安心

して避難できるよう「台東区風水害対応方

針」を策定いたしました。情報が伝わりづら

い環境にある路上生活者に対しても、情報を

周知し、避難場所の提供を行う支援をしてま

いります。併せて、必要とする方には生活相

談も行う予定です。 

 今後も安心して避難ができるよう、関係団

体との協議を含め、検討してまいります。 

 

─ 
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◇駐輪場の増設について 

質問 回答 対応 

台東区は駅の周辺になると、指定され

ていない場所で自転車が置かれていま

す。街づくりの為にも、更に自転車の駐

輪場を各駅に増やすことは考えているの

でしょうか。 

 

 区では、駅周辺を中心に自転車駐車場を整

備している13の地域を「指導整理区域」に指

定し、放置自転車指導員による指導や撤去

等、放置自転車対策を行っております。 

 放置自転車の台数は、減少傾向にあります

が、依然として多い場所も見受けられます。

区としても、駐輪場用地を探しております

が、場所の確保は難しい状況です。 

 今後も、駐輪場用地の確保に努めていくと

ともに、自転車を共有する「シェアサイクル」

や、民地の空きスペースを一時的な駐輪スペ

ースとして活用する「駐輪場シェア」を推進

することにより、放置自転車の削減を図って

まいります。 

 

─ 

 

◇ゴミ箱の設置について 

質問 回答 対応 

台東区はゴミ箱を設置しないのです

か。 

 区では以前、道路にごみ箱を設置しており

ましたが、まちの景観が損なわれてしまい、

また、たばこの吸い殻の投げ入れ等による火

災も懸念されたため、ごみ箱を撤去いたしま

した。そのため、ごみは持ち帰り、ご自身で

分別して出していただくようお願いしてお

ります。 

 また、ごみ箱がなくても台東区がきれいな

街であり続けられるよう、「東京都台東区ポ

イ捨て行為の防止に関する条例」により、ポ

イ捨てを禁止するとともに、マナー指導員に

よる巡回・声掛けや、清掃ボランティアであ

る大江戸清掃隊による活動などを行ってお

ります。 

 今後も、様々な啓発活動を実施することで

まちの美化に努めてまいります。 

 

─ 
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◇観光客を取り戻すために 

質問 回答 対応 

コロナウイルスにより、台東区、主に

浅草への観光客が激減し、店舗の閉店も

多く見受けられます。最近では、オンラ

イン人力車というzoomでどこからでも人

力車体験ができるサービスが取り上げら

れていましたが、区として観光客を取り

戻すために何かされていることはありま

すか。また、このようなコロナ禍で、今

後どのような街を目指していきたいと考

えていますか。 

 感染者の少ない地域のお客様等は、感染状

況の高止まりを警戒して、東京への来訪を控

える方が多い状況にあると思われます。 

 減少した観光客を再び増加させていくた

めに、InstagramやTwitterを活用し、区内観

光事業者のコロナへの取り組みや、安全をア

ピールしつつ、事業者のアカウントの存在を

広く伝える目的で「＃たいとう愛」を開始し

ました。さらに、新しい日常に取り組んでい

ることを掲示する「宣言書ステッカー」の配

布や、感染予防の講習会等を通じて、区内施

設・事業者の感染対策を後押しし、安全な観

光ができる環境を整えると共に、観光客の来

訪を促すため、民間事業者などと連携したプ

ロモーションも実施しております。 

 今後も選ばれる観光地であり続けるため

に、安全で安心して訪れることができる街を

目指してまいります。 

〇 

 

◇子ども食堂について 

質問 回答 対応 

子ども食堂や学習支援などの活動を、

子どもに対しても、企業や飲食店に対し

ても、もっと広めるような活動をしたい

と思っていますが、台東区でそのような

活動はございますか。 

 現在区内では、４団体により、子供食堂と

学習支援を５か所開設しております。新型コ

ロナウイルス感染症の影響を受け、一部活動

を中止しておりますが、感染症対策を施した

うえで、活動を順次再開しております。 

 活動の様子は、区公式ホームページに掲載

し、広く周知をしており、条件を満たす団体

には補助金の支出も行っております。 

 また、学習支援にご協力いただけるボラン

ティアの募集を区で行っております。ぜひボ

ランティア活動にもご参加いただき、支援の

輪を広めていただければと思います。詳細

は、担当の子育て・若者支援課までお問い合

わせいただきますようお願いいたします。 

〇 
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